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第１章 文化振興基本計画の概要 

 

 １．文化振興基本計画について 

現代社会は、価値観の多様化やグローバル化、少子高齢化の深刻化、高度情報化への

対応、地球環境問題、地域社会のつながりの希薄化など、人々の暮らしや都市を取り巻

く状況は大きく変化し、先行き不透明な時代といわれています。こうしたなかで、  

人々は、単なる物質的な豊かさだけでなく、精神的なゆとりや豊かさを求め、文化に対

する関心を寄せています。生きがいのある市民の暮らしと温かいふれあい、豊かな地域

社会の形成に、近江八幡の文化特性を活かしていくことが期待されています。 

  国の動きとしては、平成１３年に文化芸術政策の指針を定めた「文化芸術振興基本法」

が制定されました。また平成２４年には、実演芸術の水準向上を図った「劇場・音楽堂

等活性化法」が成立し、公共劇場の使命を、教育機関、福祉機関との連携、地域コミュ

ニティの活性化などに求めています。さらに、平成２９年に「文化芸術振興基本法」が

改正され成立した「文化芸術基本法」は、文化芸術そのものの振興に加え、観光、まち

づくり、国際交流、福祉、教育、産業など関連分野の政策と有機的に連携させることな

どを盛り込みました。また同時に、社会包摂の概念を提示し、共生社会形成に向けた方

法を示しており、このことは平成３０年の「障害者文化芸術活動推進法」成立にもつな

がっています。 

  本市では、合併前の旧安土町において、昭和６０年３月に「安土町文化条例」が制定

され、また、旧近江八幡市においては、平成１９年３月に「近江八幡市文化振興基本計

画」が策定され文化施策を推進してきました。 

合併後の平成２６年３月には、「近江八幡市文化振興条例」が制定され、文化の振興に

関する基本理念を定め、市および市民の役割を明らかにするとともに、文化の振興に関

する施策の基本となる事項を定めることにより、文化振興施策を総合的かつ計画的に推

進し、個性豊かで活力ある地域の文化生活に寄与することとしています。 

この条例に基づき、平成２８年３月に平成２８年度（２０１６年度）から２０２５年

度までの１０年間を計画の期間とする『近江八幡市文化振興基本計画』を策定しました。

文化振興基本計画では、本市の有する多様な文化資源を活かして豊かな文化的都市景観

を形成しながら、歴史的文化遺産を守り、地域産業の振興や文化活動の担い手の育成に

資する、４つの基本理念を定め、その理念に基づき６つの基本方針を定めています。 
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２．文化振興基本計画の体系  

 

 

 

基本目標     基本施策            具体的取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ
 

歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
存
と
継
承 

Ⅰ
 

文
化
的
都
市
景
観
の
形
成 

１.伝統文化の保存と継承 

２.文化財の保存と活用 

①歴史的遺産、伝統文化の継承と発展 

②豊かな自然環境の活用 

③人的資源の発掘と連携 

①地域に根ざした文化活動の継承と活用 

②歴史や生活文化の理解のための地域人材の活用 

③伝統文化の担い手の育成 

④ふるさとに愛着心を持てる仕組みづくり 

①伝統的建造物群保存地区の保存・活用 

②無形文化財の保存 

③埋蔵文化財の保護・保存と活用 

④市民と行政相互の協働による文化財の保存活用の

推進 

⑤体験学習等の文化財を学び親しむ機会の充実 

３.地域文化の継承と発展 

１.文化的な環境・景観の

保全と継承 

２.歴史、文化と調和のとれ

たまちづくり 

①環境保全対策 

②風景計画 

①歴史・文化環境の保存・整備 

②食文化の継承と振興 

③地域の文化資源を活用した文化芸術活動の推進 

Ⅲ
 

文
化
交
流
と
地
域
産
業
の
振
興 

１.文化交流の促進 
①海外の姉妹都市との文化交流の促進 

②夫婦都市である富士宮市等との文化交流の促進 

①近江八幡版DMOの推進 

②西の湖の環境を活かした自然循環モデルの推進 

③沖島と湖魚文化（料理）を活用した取り組み 

④市の歴史文化を活かしたロケツーリズムの推進 

 

２.地域資源を活かした産業

や観光の振興 

近江八幡市文化振興基本計画 

近 
 

江 
 

八 
 

幡 
 

市 
 

文 
 

化 
 

振 
 

興 
 

条 
 

例 
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基本目標     基本施策             具体的取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.文化を創造する人材の

育成 

２.文化によるまちづくり 

①後継者育成の仕組みづくりと指導者の育成 

②子どもたちの文化創造体験の拡充 

③地域文化振興の担い手の育成 

①市民の企画・立案・運営による文化芸術の振興 

②地域の文化団体による文化活動の推進 

③学校教育における文化活動の充実 

④医療機関、福祉施設等との連携 

⑤東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた取り組

み 

 

１.文化施設の有効活用 

 

①文化会館の利用促進 

②行政の文化振興体制の明確化と連携体制の整備 

③施設・設備の充実等 

④県・近隣市町との交流・連携 

２.市民との協働 

 

①市民文化活動への支援の拡充 

②市民が主役の文化振興の仕組みづくり 

③市民参画・協働型事業の充実 

・ 

２.文化の情報の収集と発信 

①文化情報の収集・発信 

②文化団体に関する情報の発信 

③文化団体の交流の場の確保 

④文化情報のネットワークづくり 

⑤近江八幡市出身文化人・芸術家の把握と連携 

⑥図書館資料と専門職員の充実 

１.多様な文化活動の推進 

①市民主導の文化芸術活動の育成 

②地域間交流・世代間交流等による新たな文化の創造 

③体験や参加、参画機会の充実 

④文化芸術に接する機会の拡充 

⑤誰もが文化活動に参加できる環境づくり 

⑥顕彰の実施 

⑦文化会館の積極的な利用 

Ⅳ
 

文
化
芸
術
創
造
都
市
の
創
造 

Ⅴ
 

文
化
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動
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 ３．計画の進行管理 

  近江八幡市文化振興基本計画の推進にあたっては、市や市民、文化団体、地域団体、

文化人、アーティスト等それぞれによる主体的かつ活発な活動を促進しながら連携を図

り、協働によって取り組んでいきます。 

  また、市の文化施策については、個別事業の進捗管理を中心に、関係各部局間が連携・

調整を図り、効率的・体系的に施策を推進するものとし、「評価・検証・審議」を通して、

文化振興基本計画との整合性を図りながら、文化振興推進のための施策を総合的に展開

していきます。このため、次の組織により計画の実効性を高めていくこととしています。 

 

【文化振興審議会】 

  学識経験者、文化振興に関して識見を有する市民等で組織し、本市における文化施策

全般についての審議を行う「文化振興審議会」において、社会情勢等も踏まえた幅広い

視野や観点から、文化振興基本計画の各施策・事業の進捗管理や評価、事業提案等を行

います。 

 

 【文化振興基本計画進捗管理プロジェクト委員会】 

  市の文化関連事業実施課職員の中から構成する、計画の進捗管理を行うための委員会

で、各課が実施した文化関連事業について点検・評価を行います。 

 

 【庁内体制および事務局】 

  市の総合政策部文化観光課に文化振興審議会および文化振興基本計画進捗管理プロジ

ェクト委員会の事務局を置き、庁内関係各課との連絡調整を行い、文化振興関連施策の

進捗管理や点検評価について企画調整を行います。 
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第２章 事務事業評価報告 

 

 １．事務事業評価方法について（事後評価）  

  文化振興基本計画進捗管理プロジェクト委員会では、市の文化関連事業実施課が前年

度に実施した事業について自己評価した結果を客観的に点検・評価し、文化振興基本計

画の基本施策から見た事務事業評価を行いました。また、プロジェクト委員会で評価し

た結果を、文化振興審議会で幅広い観点から審議し、その結果を取りまとめました。 

 

【基本施策からみた事務事業評価】 

  文化振興基本計画では、４つの基本理念に基づき６つの基本目標を設定しています。

基本目標にはそれぞれ基本施策と具体的取組があり、これらの体系に基づき各事務事業

は実施されていますが、基本施策の立場から事務事業の貢献度、進捗状況等を評価し、

文化振興の面から見た事務事業間の優先度を判定し総合的に評価しました。 

  プロジェクト委員会および文化振興審議会では、基本施策として各事務事業から相対

的に力を入れて取り組む必要がある事務事業を重点事業として評価し、その結果を記載

しています。なお、未選出事業であっても、今後、事業縮小、廃止を検討する性格の評

価ではありません。 

 

 ※事務事業評価結果は、最終的に市の方針として決定されるものではありませんが、市

として現状をふまえ、今後どのように取り組むべきか方向性を見出すための重要な情報

として位置付けています。したがって、市ではこの情報を事業実施課が有効に活用し、

文化振興基本計画との整合に努めるものとします。 



基本目標 基本施策 具体的取組 № 事業名 担当課
文化の

区分（※）
重点
事業

1 びわこを美しくする運動
近江八幡市水産協議会（事務局：農業振興
課）

都市文化
（環境）

2
伝統的建造物群保存地区保存事業
重要文化的景観保存活用事業

文化観光課
都市文化
（景観）

●

3 環境保全対策事業 環境課 都市文化

②風景計画 4 風景計画区域内における行為の制限 都市計画課
都市文化
（景観）

5 安土城下町地区整備事業 住民課
都市文化
（環境）

6 河川管理事業 管理調整課
都市文化
（環境）

7 選択無形文化財保存事業 文化観光課 都市文化

②食文化の継承と振興 8 水郷ブランド農産物認証制度 農業振興課 都市文化 ●

③地域の文化資源を活用した文化芸術活動の推進 9 安土文芸の郷指定管理事業 文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

10 ふるさと文化育成事業（地域まちづくり支援交付金事業）
各学区まちづくり協議会（まちづくり支援
課）

市民文化

11 文化団体活動支援事業 文化観光課 市民文化

②歴史や生活文化の理解のための地域人材の活用 12 人生伝承塾 生涯学習課
市民文化
都市文化

③伝統文化の担い手の育成 13 伝統技術伝承講座 文化観光課
都市文化
市民文化

④ふるさとに愛着心を持てる仕組みづくり 14 やまのこ・たんぼのこ体験学習 学校教育課
市民文化
（生活）

●

15 茶道体験 幼児課
市民文化
（生活）

16 図書館運営事業（地域資料のデジタル化） 図書館 都市文化

17
安土城天主信長の館　自主文化事業（安土文芸の郷指定管理事
業）

文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

②豊かな自然環境の活用 18 西の湖ヨシ灯り展の開催支援 環境課 都市文化

再 人生伝承塾（１２の再掲） 生涯学習課
都市文化
市民文化

●

再 伝統技術伝承講座（１３の再掲） 文化観光課
都市文化
市民文化

①伝統的建造物群保存地区の保存・活用 再 伝統的建造物群保存地区保存事業（２の再掲） 文化観光課
都市文化
（景観）

②無形文化財の保存 19 指定文化財保存事業 文化観光課
都市文化
（景観）

20 埋蔵文化財発掘調査事業 文化観光課 都市文化

21 市史編纂事業 文化観光課
都市文化
市民文化

●

④市民と行政相互の協働による文化財の保存活用
の推進

22 旧伊庭家住宅施設維持管理事業 文化観光課 都市文化

⑤体験学習等の文化財を学び親しむ機会の充実 再 伝統技術伝承講座（１３の再掲） 文化観光課
都市文化
市民文化

23 国際交流事業 まちづくり支援課
市民文化
都市文化

●

24 朝鮮通信使関連推進事業 文化観光課 都市文化

25 広域観光および友好都市交流事業（富士宮市親善訪問） 文化観光課
市民文化
都市文化

26 夫婦都市児童相互交流事業 学校教育課
市民文化
都市文化

①近江八幡版ＤＭＯの推進 27 広域観光ブランディング事業 文化観光課 都市文化 ●

②西の湖の環境を活かした自然循環モデルの推進

③沖島と湖魚文化（料理）を活用した取り組み 28 沖島離島振興事業 政策推進課
市民文化
都市文化

29 VR安土城事業 文化観光課 都市文化

30 ブルーツーリズム資源活用推進プログラム 文化観光課 都市文化

①市民主導の文化芸術活動の育成 31 文化団体活動支援事業 文化観光課 市民文化

②地域間交流・世代間交流等による新たな文化の
創造

32 多文化共生推進事業 まちづくり支援課
都市文化
市民文化

再 茶道体験（１５の再掲） 幼児課
市民文化
（生活）

33 市民文化祭共催事業 文化会館 市民文化

34 各学区文化祭
各学区まちづくり協議会（まちづくり支援
課）

市民文化

35 音楽振興事業 文化観光課
市民文化
都市文化

●

36 ブックスタート事業 図書館 市民文化

37 図書館運営事業（おはなし会） 図書館 市民文化

38 図書館運営事業（ブックトーク） 図書館 市民文化

39 図書館運営事業（図書館見学） 図書館 市民文化

40 図書館運営事業（職場体験等） 図書館 市民文化

再 茶道体験（１５の再掲） 幼児課
市民文化
（生活）

41 自主文化事業 文化会館 市民文化 ●

42 中央公民館講座 生涯学習課 市民文化

43 市民大学講座 生涯学習課 市民文化

44 やよいコンサート
総合医療センター
経営企画課

市民文化
（音楽）

45 絵画展示
総合医療センター
総務課

市民文化
（美術）

46 左義長まつり写真コンクール 文化観光課
市民文化
都市文化

47 図書館運営事業（歴史講座、コンサートの開催） 図書館
市民文化
都市文化

再
関連施設における自主事業（安土文芸の郷指定管理事業）（９の
再掲）

文化観光課（指定管理）
市民文化
都市文化

●

48 関連施設における自主事業（匠の里、旧伊庭家住宅） 文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

49
関連施設における自主事業（資料館、旧西川家住宅、かわらﾐｭｰｼﾞ
ｱﾑ、特別史跡安土城跡ガイダンス施設）

文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

50 関連施設における自主事業（安土城郭資料館、白雲館） 文化観光課（指定管理）
都市文化
市民文化

51 市美術展覧会 文化観光課
市民文化
（美術）

※市民文化…

　都市文化…

④文化芸術に接する機会の拡充

単なるハードとしての空間設備や環境整備だけでなく、総体として（八幡堀、安土城跡等の）観光資源なども含む。人間同士のつながりを重視し選択的・集中的戦略的に行
うべき政策。環境形成に関するもの、景観形成に関するものなどがある。

Ⅰ　文化的都市
景観の形成

１．文化的な環
境・景観の保全
と継承

①環境保全対策

Ⅳ　文化芸術創
造都市の創造

①海外の友好都市との文化交流の促進

④市の歴史文化を活かしたロケツーリズムの推進

２．歴史、文化
と調和のとれた
まちづくり

①歴史・文化環境の保存・整備

３．地域文化の
継承と発展

1．多様な文化
活動の推進

③体験や参加、参画機会の充実

①地域に根ざした文化活動の継承と活用

市民が創出する文化。年齢、性別、国籍や体力・障がいの有無にかかわらず、すべての人にアートに触れる権利があり、その権利を保障していこうとするもの。公平・平
等・緻密がコンセプト。大きく分けて茶道、華道その他生活に係る生活文化と、音楽や美術等の芸術文化がある。

2．文化財の保
存と活用

２．地域資源を
活かした産業や
観光の振興

Ⅲ　文化交流と
地域産業の振興

1．伝統文化の
保存と継承

①歴史的遺産、伝統文化の継承と発展

１．文化交流の
促進

Ⅱ　歴史的文化
遺産の保存と継
承

②夫婦都市である富士宮市等との文化交流の促進

③埋蔵文化財の保護・保存と活用

③人的資源の発掘と連携

２．事務事業一覧（平成２９年度実施事業）
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基本目標 基本施策 具体的取組 № 事業名 担当課
文化の

区分（※）
重点
事業

52 人権フェスティバル 人権・市民生活課 市民文化 ●

53 人権尊重のまちづくり市民講座 人権・市民生活課 市民文化

54 人権尊重のまちづくり推進員事業 人権・市民生活課 市民文化

再 市民文化祭共催事業（３３の再掲） 文化会館 市民文化

55 図書館運営事業（貸館） 図書館 市民文化

56 障害者福祉事務事業 障がい福祉課 都市文化

57 市民共生センター運営事業（地域共生型サークルづくり） 障がい福祉課（市民共生センター） 市民文化 ●

58 市民共生センター運営事業（はつらつのつどい） 障がい福祉課（市民共生センター） 市民文化

59 健康増進事業 健康推進課 市民文化

⑥顕彰の実施 60 子ども文化芸術賞 文化観光課 都市文化

⑦文化会館の積極的な利用 再 自主文化事業（４1の再掲） 文化会館 市民文化

61 広報事業 秘書広報課
都市文化
市民文化

●

62 読書活動推進事業（館報、ホームページ） 図書館 市民文化

63 ヴォーリズ建築文化ネットワーク 文化観光課 都市文化

64 マナビィ通信 生涯学習課 市民文化

65 広報活動
各学区まちづくり協議会（まちづくり支援
課）

都市文化
市民文化

66 文化団体機関紙発行（文化団体活動支援事業） 文化観光課 市民文化

③文化団体の交流の場の確保 再 市民文化祭共催事業（３３の再掲） 文化会館 市民文化 ●

再 各学区文化祭（３４の再掲）
各学区まちづくり協議会（まちづくり支援
課）

市民文化

再 広域観光プランディング推進事業（２７の再掲） 文化観光課 都市文化

⑤近江八幡市出身文化人・芸術家の把握と連携 再 人生伝承塾（１２の再掲） 生涯学習課
市民文化
都市文化

67 読書活動推進事業（資料収集） 図書館 市民文化

68 読書活動推進事業（雑誌スポンサー） 図書館 都市文化

69 グローバル八幡塾事業 総務課 都市文化

70 いきいき職員育成事業 総務課 都市文化

71 パイプオルガン奏者育成事業（安土文芸の郷指定管理業務） 文化観光課（指定管理）
都市文化

市民文化（音楽）

72 青少年美術展覧会 学校教育課
市民文化
（美術）

●

再 音楽振興事業（３５の再掲） 文化観光課
市民文化
都市文化

③地域文化振興の担い手の育成

再 図書館運営事業（貸館）（５５の再掲） 図書館 市民文化

再 文化団体活動支援事業（３１の再掲） 文化観光課 市民文化 ●

再 文化団体活動支援事業（３１の再掲） 文化観光課 市民文化

再 各学区文化祭（３４の再掲）
各学区まちづくり協議会（まちづくり支援
課）

市民文化

再 人生伝承塾（１２の再掲） 生涯学習課 市民文化

再 図書館運営事業（ブックトーク）（３８の再掲） 図書館 市民文化 ●

73 図書館運営事業（学校図書館活用支援事業） 図書館 市民文化

74 お出かけ演奏会 文化観光課
市民文化
（音楽）

再 やよいコンサート（４４の再掲）
総合医療センター
経営企画課

市民文化
（音楽）

再 絵画展示（４５の再掲）
総合医療センター
総務課

市民文化
（美術）

75 市民共生センター運営事業 障がい福祉課（市民共生センター） 市民文化

⑤東京オリンピック・パラリンピック開催に向け
た取り組み

①文化会館の利用促進 再 市民文化祭共催事業（３３の再掲） 文化会館 市民文化

②行政の文化振興体制の明確化と連携体制の整備 76 近江八幡市文化振興審議会 文化観光課 都市文化 ●

77 図書館施設維持管理事業 図書館 市民文化

78 市民共生センター維持管理事業 障がい福祉課（市民共生センター） 都市文化

79 文化関連施設維持管理（指定管理施設） 文化観光課 都市文化

80 文化関連施設修繕（市立資料館） 文化観光課 都市文化 ●

81 文化関連施設修繕（文化会館） 文化会館 都市文化

82 信長サミット 住民課 都市文化

83 広域観光および友好都市交流事業 文化観光課 都市文化 ●

再 ヴォーリズ建築文化ネットワーク（６３の再掲） 文化観光課 都市文化

再 図書館運営事業（貸館）（５５の再掲） 図書館 市民文化

再 文化団体活動支援事業（３１の再掲） 文化観光課 市民文化

84 文化関連事業に対する後援 文化観光課 都市文化

再 図書館運営事業（貸館）（５５の再掲） 図書館 市民文化

再 文化団体活動支援事業（３１の再掲） 文化観光課 市民文化

85 市政モニター制度 秘書広報課 都市文化

86 広聴事業　未来を築く提言 秘書広報課 都市文化

　　８６事業＋再掲２８事業＝１１４事業

①後継者育成の仕組みづくりと指導者の育成

Ⅳ　文化芸術創
造都市の創造

④医療機関、福祉施設等との連携

①市民の企画・立案・運営による文化芸術の振興

⑥図書館資料と専門職員の充実

Ⅴ　文化活動の
担い手の育成

１．文化を創造
する人材の育成

②子どもたちの文化創造体験の拡充

2．文化の情報
の収集と発信

①市民文化活動への支援の拡充

②地域の文化団体による文化活動の推進

②市民が主役の文化振興の仕組みづくり

Ⅵ　協働の仕組
みづくり

2．市民との協
働

③学校教育における文化活動の充実

④県・近隣市町との交流・連携

③施設・設備の充実等

⑤誰もが文化活動に参加できる環境づくり

③市民参画・協働型事業の充実

2．文化による
まちづくり

1．文化施設の
有効活用

②文化団体に関する情報の発信

1．多様な文化
活動の推進

①文化情報の収集・発信

④文化情報のネットワークづくり

7



8 
 

基本目標Ⅰ 文化的都市景観の形成 

文化及び自然に配慮し、周囲の自然環境及び地域の歴史的景観と調和のとれた都市景観の形成に努めます。 

 

基本施策１． 文化的な環境・景観の保全と継承 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①環境保全対策  １ びわこを美しくする運動 市水産協議会（農業振興課） 都 

● 

◎ 
２ 

伝統的建造物群保存地区保存事業 

重要文化的景観保存活用事業 
文化観光課 都 

 ３ 環境保全対策事業 環境課 都 

②風景計画  ４ 風景計画区域内における行為の制限 都市計画課 都 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜伝統的建造物群保存地区保存事業 重要文化的景観保存活用事業＞ 

◎ 年間５件の修理・修景申請に対しコンスタントに対応できているのはよい。しかし他市に比べ所有者

の負担が大きいことは今後の課題である。 

◎ まちづくりの視点から伝統的建造物群を、またその間にある町家をどうするのか、全体的に考える必

要がある。エリアマネジメントの重要性から、エリア、ゾーン全体のゼネラルプロデュース、コーディ

ネイト機能が非常に要求される。都市計画課もしくは都市整備部による、総合的な所謂ゼネコンとして

コントロールが必要である。 

◎ 地区内の個別の空き家に関する事情を把握した上でのカウンセリングまたはコンサルティング機能

が求められる。ゾーニングの問題があり都市整備部、都市計画課との協議が必要である。 

◎ 事業者は市内に出店する際、文化都市景観について「まち全体をどうするのか」の前提となるものが

定まっていると相談がしやすい。 

● 「町なみ保存委員会」の平成２１年の活動休止を受け、市には現在保存会組織がない。伝統的建造物

を住民が利活用し地域活性化を図るという本来の制度趣旨からも、保存会組織の活発な地域を参考に、

住民に向け普及啓発と、住民主体による組織の再活性化支援が必要である。 

● 所有者の負担を軽くし、景観維持を達成するためには、他市よりも低い補助金の上限額を見直す必要

がある。 

● 空き家対策については、対象予備物件は多くあるものの、活用したい、住みたいとの需要があり売買

が成立していることから、この流れを保ちつつ、空き家利活用のＰＲを継続していくことが重要である。 

 

基本施策２． 歴史、文化と調和のとれたまちづくり 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①歴史・文化環境の保

存・整備 

 ５ 安土城下町地区整備事業 住民課 都 

 ６ 河川管理事業 管理調整課 都 

 ７ 選択無形文化財保存事業 文化観光課 都 

３．事務事業評価結果 
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②食文化の継承と振興 ● ８ 水郷ブランド農産物認証制度 農業振興課 都 

③地域の文化資源を活用

した文化芸術活動の推進 
 ９ 安土文芸の郷指定管理事業 文化観光課（指定管理） 

都 

市 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜水郷ブランド農産物認証制度＞ 

● 水郷ブランドの認証を受けた農産物の値段は減農薬していない農作物と同等であるため、ＰＲ次第で

販売促進され普及する可能性が高い。滋賀の野菜を京阪神から買いに来る人もいる。 

● 観光施策でもブランディング事業があり、様々な市の魅力発信を図っている。水郷地帯を目的とした

観光客は多く、水郷ブランド農産物を観光パンフレットへ掲載するなど、観光施策との連携強化で相乗

効果が期待される。また、市内事業者等へのアンケート調査では、地元業者の認知度が低かったことか

ら、観光客だけでなく市内に向けたＰＲも必要である。まちづくり協議会や健康推進員（レシピの考案

や紹介）等との連携も効果が期待できる。 

● ブランド化の利点も期待でき、環境負荷が少ないという恩恵も大きく貴重な取組である。 

 

基本施策３． 地域文化の継承と発展 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①地域に根ざした文化

活動の継承と活用 

 10 
ふるさと文化育成事業（地域まちづく

り支援交付金事業） 

各学区まちづくり協議会

（まちづくり支援課） 
市 

 11 文化団体活動支援事業 文化観光課 市 

②歴史や生活文化の理解

のための地域人材の活用 
 12 人生伝承塾 生涯学習課 

市 

都 

③伝統文化の担い手の

育成 
 13 伝統技術伝承講座 文化観光課 

都 

市 

④ふるさとに愛着心を

持てる仕組みづくり 
● 14 やまのこ・たんぼのこ体験学習 学校教育課 市 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜やまのこ・たんぼのこ体験学習＞ 

● やまのこ事業は本市では沖島で実施しており、日本遺産にも認定されている沖島の地域の歴史も学べ

ることから、子ども達にとって「ふるさとへの愛着心」を育む良い機会となっている。森林組合が管理

する山で実施している県内他市町と異なり整備等の負担が大きく、渡船確保の課題もあり今後沖島での

事業継続が危ぶまれているが、ぜひとも沖島での事業実施を継続すべきである。 

● 会場となる山の整備は地元住民や観光客のためにも必要なことから、市の沖島離島振興事業担当課や

沖島離島振興協議会等の団体、地元住民たちとの連携強化が図れると良い。 

● たんぼのこ事業については、指導者の確保が難しくなってきているとのことから、現在協力いただい

ている個人だけでなく、社会貢献に前向きな企業・団体等にも協力を仰ぐなど検討の余地がある。 
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基本目標Ⅱ 歴史的文化遺産の保存と継承 

地域の文化財、伝統的行事等の歴史的文化遺産の保存と活用ならびに、伝統的芸能の継承と発展を図るた

め、歴史的文化遺産の調査、維持管理、修復、整備および公開に努めるとともに、伝統的芸能活動の場と鑑

賞の機会の提供その他必要な措置を講じます。 

  

基本施策１． 伝統文化の保存と継承 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①歴史的資産、伝統文

化の継承と発展 

 15 茶道体験 幼児課 市 

 16 
図書館運営事業（地域資料のデジタル

化） 
図書館 都 

 17 
安土城天主信長の館 自主文化事業

（安土文芸の郷指定管理事業） 

文化観光課（指定管理） 都 

市 

②豊かな自然環境の活

用 
 18 西の湖ヨシ灯り展の開催支援 環境課 都 

③人的資源の発掘と連

携 

● 再 人生伝承塾（１２の再掲） 生涯学習課 
都 

市 

 再 伝統技術伝承講座（１３の再掲） 文化観光課 
都 

市 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜人生伝承塾＞ 

● 人材を登録した冊子は事業開始当初よく利用されていたが、現在活用は下火である。活用状況の把握

や必要に応じた内容の更新、「こういう人を紹介してほしい」等、需要と供給のマッチングを行うなど、

充実化を図ることが望ましい。 

● 多くの市民が登録人材を活用できるよう、市のＨＰへ掲載してはどうか。個人情報保護に留意し、名

前（ニックネーム等でも可）、分野、活動対象範囲等、最低限の項目だけでも十分である。まずは存在

を知ってもらうことが必要である。 

● 登録の際の審査基準がなく、登録にふさわしい内容かどうかの判断が困難となっている。他市の例を

参考にしながら、一定の基準を設けるなどしてはどうか。また、人材確保の方法として、庁内各課への

照会も有効である。地域で様々な能力を持つ方はまだまだ多いので、多様な人材が活用されることを期

待する。 

● 将来的にはこの事業だけでなく、市全体として様々な分野に体系化し、多様な事柄で活用できると良

い。 
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基本施策２． 文化財の保存と活用 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①伝統的建造物群保存

地区の保存・活用 
 再 

伝統的建造物群保存地区保存事業（２

の再掲） 
文化観光課 都 

②無形文化財の保存  19 指定文化財保存事業 文化観光課 都 

③埋蔵文化財の保護・

保存と活用 

 20 埋蔵文化財発掘調査事業 文化観光課 都 

● 21 市史編纂事業 文化観光課 
都 

市 

④市民と行政相互の協

働による文化財の保存

活用の推進 

 22 旧伊庭家住宅施設維持管理事業 文化観光課 都 

⑤体験学習等の文化財

を学び親しむ機会の充

実 

 再 伝統技術伝承講座（１３の再掲） 文化観光課 
都 

市 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜市史編纂事業＞ 

● 市の歴史を総括する重要な事業であり、かつ市民にとって地域への理解を深めることができる資料と

なる。１～３巻までは多く購入されていたが、段々売り上げは低迷しており、今後はさらに普及や販売

促進に力を入れる必要がある。 

● 市内観光施設等でのＰＲや、イベント時の景品にするなど、目に触れる機会を増やすことや、庁内各

所属に対し事業関連箇所を紹介し活用を促すことも、普及・利活用に効果的ではないか。 

● 市史関連の講演会や勉強会等が地域で開催され、担当職員が講師として招聘されているが、現在は人

員面から対応に若干の困難が生じている。今後の普及強化には、人員体制の整備も必要と思われる。 

● 講演会等においては歴史に造詣が深い人と、そうでない人とでは理解力に差がある。満足度をより上

げるには基礎編、中級編、上級編等対象を分けるなどして、広く市の歴史と文化を普及できると良い。 
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基本目標Ⅲ 文化交流と地域産業の振興 

文化の向上を図るため、国内及び海外との文化の交流の促進に必要な施策を講じるとともに、市民の文化

活動促進に資する地域産業の振興を図ります。 

  

基本施策１． 文化交流の促進 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①海外の友好都市との

文化交流の促進 

● 23 国際交流事業 まちづくり支援課 
市 

都 

 24 朝鮮通信使関連推進事業 文化観光課 都 

②夫婦都市である富士

宮市等との文化交流の

促進 

 
25 

広域観光および友好都市交流事業（富

士宮市親善訪問） 
文化観光課 

市 

都 

 26 夫婦都市児童相互交流事業 学校教育課 
市 

都 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜国際交流事業＞ 

● わいわいフェスタの内容は興味深いが、あまり周知がされていない。広い会場の確保も課題であり、

市内各施設への協力要請等、庁内外で連携が必要。旧伴家住宅や八幡コミュニティセンターなど、伝建

地区に近い場所で開催できれば、市と日本らしさを知ってもらう良い機会にもなるのではないか。 

● 料理教室では、国ごとの食文化について別々に学んでいるが、たとえば題材を国でなく食材にするこ

とで、それぞれの国の地域性や食文化について互いに違いを知るとともに、自国の料理を参加者自身が

紹介し合うなどして、交流を深める工夫などしても良いのでは。その際水郷ブランド農産物等（№８）

を使うとＰＲにもなり相乗効果があり尚良い。 

● 外国籍市民が普段交流できる施設が現在市にない。海外では日本人コミュニティと日本に興味のある

現地の人とが、拠点施設や定期的にレストランを借りるなどして交流できる機会がある。交流センター

など日本籍市民とも交流でき、料理などもできるような拠点があると良い。 

 

基本施策２． 地域資源を活かした産業や観光の振興 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①近江八幡版ＤＭＯの

推進 

● 

◎ 
27 広域観光ブランディング事業 文化観光課 都 

②西の湖の環境を活かし

た自然循環モデルの推進 
  

 

 

 

③沖島と湖魚文化（料理）

を活用した取り組み 
 28 沖島離島振興事業 政策推進課 

市 

都 
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④市の歴史文化を活かし

たロケツーリズムの推進 

 29 VR 安土城事業 文化観光課 都 

 30 
ブルーツーリズム資源活用推進プログ

ラム 
文化観光課 都 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜広域観光ブランディング事業＞ 

◎ №２の保存事業等をどう生かすかの観点にもなるので、必要なものを集中させるという考え方が重要

になってくる。 

◎ 昨年度から八幡堀や安土山等々では驚くほど来客数が減っている。様々な原因があるにしても「お客

さんを迎える」という発想が行政も住民も脆弱なように感じる。文化の観点で観光を考えるとき一番大

切なことは「おもてなしの心を持っているかどうか」。おもてなしの実在が感じられない理由としては、

文化資源と文化戦略をきちんと考察した上での、行政－市民間での共通認識・共同戦略が存在していな

いからではないか。 

◎ 市内の観光地それぞれが独立している印象がある。マネジメントによってまとまりを持てばリピータ

ーも増えるのではないか。 

◎ 市には観光資源が多くあるが、プロデューサーがおらず皆評論家になってしまっている。もっとプロ

デューサーをつくる必要がある。 

● インバウンドの増加に伴い観光案内所での英語・中国語等を話せる人材の配置、外国語版の案内チラ

シの作成など、順次取り組む必要がある。観光ボランティアガイドには英語や中国語を話せる人もいる

が、今後もガイドの備えを要するため、観光ボランティアガイド協会等関係団体との連携強化が望まれ

る。 

● 平成２７年に水郷、沖島、長命寺、伊崎寺が日本遺産に認定されたが、そのことを知らない市民も多

い。インバウンドだけでなく、市民に向けてもＰＲする必要がある。特産品や観光資源等、市の良さを

市内外にどう伝えていくのか、今後商工会や観光物産協会など関係団体を含め、全体で取り組んでいく

必要がある。 

● 滋賀県全体として台湾からの観光客が多い。有名なブロガーの影響があると思われる。信長の館の記

事も挙げられており、現場（信長の館）でも台湾からの観光客が増えているとの声がある。今後観光地

における外国語での案内等、国際協会との連携が必要である。 

● 日本人でも一人旅等身軽に旅をする若い層が増えてきている。これまでと異なる新しい層という点で

は外国人と同じ。何を求めて来るのか、何に喜びを感じるのか、対象の意識調査が重要である。 

● 観光施策は観光地を見にきてもらうことだけを目的にしていてはいずれ衰退する。観光担当部署だけ

でなく、商店街の活性化や、安土地域との連結など、様々な事業担当課と連携し市全体で取り組む姿勢

が不可欠である。商業面だけでなく、まちづくりの一面としての観光という位置づけが必要。文化財の

活用についても、数百年先まで保存することを前提にしながらも、地域資源として観光にも生かせるよ

う慎重に議論し、保存と活用が両立できる仕組みづくりに取り組んでいくことが重要である。 
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基本目標Ⅳ 文化芸術創造都市の創造 

文化芸術の持つ創造性を地域振興、観光・産業振興、福祉、教育等に領域横断的に活用し、市民団体や地

域の民間企業等が協働して地域課題の解決に取り組む先駆的かつ多様な取り組みを支援します。 

  

基本施策１． 多様な文化活動の推進 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①市民主導の文化芸術

活動の育成 
 31 文化団体活動支援事業 文化観光課 市 

②地域間交流・世代間交流等

による新たな文化の創造 
 32 多文化共生推進事業 まちづくり支援課 

都 

市 

③体験や参加、参画機

会の充実 

 再 茶道体験（１５の再掲） 幼児課 市 

 33 市民文化祭共催事業 文化会館 市 

 34 各学区文化祭 
各学区まちづくり協議会

（まちづくり支援課） 
市 

● 35 音楽振興事業 文化観光課 
市 

都 

 36 ブックスタート事業 図書館 市 

 37 図書館運営事業（おはなし会） 図書館 市 

 38 図書館運営事業（ブックトーク） 図書館 市 

 39 図書館運営事業（図書館見学） 図書館 市 

 40 図書館運営事業（職場体験等） 図書館 市 

④文化芸術に接する機

会の拡充 

 再 茶道体験（１５の再掲） 幼児課 市 

●

◎ 
41 自主文化事業 文化会館 市 

 42 中央公民館講座 生涯学習課 市 

 43 市民大学講座 生涯学習課 市 

 44 やよいコンサート 
総合医療センター 

経営企画課 
市 

 45 絵画展示 
総合医療センター 

総務課 
市 

 46 左義長まつり写真コンクール 文化観光課 
市 

都 

 47 
図書館運営事業（歴史講座、コンサー

トの開催） 
図書館 

市 

都 

● 

◎ 
再 

関連施設における自主事業（安土文芸

の郷指定管理事業）（９の再掲） 
文化観光課（指定管理） 

市 

都 
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 48 
関連施設における自主事業（匠の里、

旧伊庭家住宅） 
文化観光課（指定管理） 

都 

市 

 49 

関連施設における自主事業（資料館、

旧西川家住宅、かわらﾐｭｰｼﾞｱﾑ、特別史

跡安土城跡ガイダンス施設） 

文化観光課（指定管理） 
都 

市 

 50 
関連施設における自主事業（安土城郭

資料館、白雲館） 
文化観光課（指定管理） 

都 

市 

 51 市美術展覧会 文化観光課 市 

⑤誰もが文化活動に参

加できる環境づくり 

● 52 人権フェスティバル 人権・市民生活課 市 

 53 人権尊重のまちづくり市民講座 人権・市民生活課 市 

 54 人権尊重のまちづくり推進員事業 人権・市民生活課 市 

 再 市民文化祭共催事業（３３の再掲） 文化会館 市 

 55 図書館運営事業（貸館） 図書館 市 

 56 障害者福祉事務事業 障がい福祉課 都 

● 57 
市民共生センター運営事業（地域共生

型サークルづくり） 

障がい福祉課（市民共生

センター） 
市 

 58 
市民共生センター運営事業（はつらつ

のつどい） 

障がい福祉課（市民共生

センター） 
市 

 59 健康増進事業 健康推進課 市 

⑥顕彰の実施  60 子ども文化芸術賞 文化観光課 都 

⑦文化会館の積極的な

利用 
 再 自主文化事業（４１の再掲） 文化会館 市 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜音楽振興事業＞ 

● お出かけ演奏会は、せっかくの歴史的背景があるので、可能であれば募集よりも小学校のカリキュラ

ムとして（半強制的に）組み込んでもらえると良い。 

●「きっかけ事業」として、今後も様々な内容で可能性の拡大を目指せると良い。 

 

＜自主文化事業（文化会館）＞ 

◎ 文化会館（大ホール 1,200 席）と文芸セミナリヨ（380 席）とは席数は異なるものの、ホール事業を

並列で持つことが良いのかどうか、二つの文化ホールにおける文化事業の展開の在り方を検討する必要

がある。まずはそれぞれの館の今までの事業を整理する必要がある。 

◎ パッケージ物を買ってばかりではポピュリズムの公設演芸場にすぎない。文化ホールは本来教育機関

であり福祉機関である。税金を使ってやるのだから、暇と金と体力が余っている人ばかりが楽しむ施設

ではいけない。  

● 市民ニーズの把握方法として、現在はすでに来場されている鑑賞者（アンケート）からしかニーズ把

握が出来ていないが、来館されていない市民の声を拾うことも必要ではないか。また、文化会館は、発

表（表現）の場というより、舞台芸術鑑賞の場として利用されている市民が多いように思われる。鑑賞
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者と利用者のニーズを分けて情報収集し分析する必要がある。どのような層が会館利用を求めているの

か、ターゲットを絞り込んでいけると、会館の特色も打ち出せるのではないか。  

● 大きな柱として舞台芸術鑑賞と発表・表現の場提供（貸館等）がある。前者は、今、舞台芸術を楽し

んでいる層はもちろんのこと、将来の聴衆を育成するプログラムも必要である。 

● 市民協働（共催）の事業が増えれば市民のための市民会館と成り得るのではないか。 

● 施設老朽化の課題も継続して抱えている。 

 

＜安土文芸の郷指定管理事業＞ 

◎ 指定管理者制度は効率性の追求が第一であり、文化事業こそは公でやった方が良いのではないか。ま

た、市の指定管理者制度はこのままで良いのか。指定管理料が非常に安く、きちんと仕事をする指定管

理者には正当な金額を払わなければ社会的に問題である。 

◎ 安土での親子向けコンサートや、文化会館でも親子で楽しむコンサートがあったが、情報が入ってこ

ない。広報おうみはちまんも発行されているが、若い人はあまり見ていないように思う。ホームページ

もあるが見にくいので見ていない。情報発信をきちんと行わないと、せっかく色々な事業を開催してい

るのに伝わっていない。 

◎ 市内に他にも安土的な位置づけの地域があるかもしれない。その郷土文化、地元の文化を活性化する

にはどの施設を使えば展開できるのか、整合性のとれた事業展開を論理的に考えていく必要がある。 

● あづちマリエートについては、中体連、高体連など大きな大会を中心に利用が多く、本来「多目的ホ

ール」としての機能も有し舞台もあるが、すでに体育館として市民権を得ている。住民ニーズとして、

地球温暖化に合わせた冷暖房完備の体育施設として充実させる、また、防災拠点（避難所）としての機

能保持が優先されるのではないか。 

● 市内の関連施設＝文化施設（文化会館、文芸セミナリヨ）や体育館（運動公園、サンビレッジ）と総

合的にあり方を検討していかなければならない。 

● 文化観光課の音楽振興事業についても、指定管理に出すことも検討してみてはどうか。効率のよい事

業主体を模索していけるとよい。教室事業等は市民活動の中に位置づけられると良い。また、市美術展

覧会も、文化会館主催事業となれば会場費の節減が図れる等、検討の余地がある。 

 

＜人権フェスティバル＞ 

● 作業所による模擬店等は、その関係者も来場し集客へつながっている。出演者の小学校のブラスバン

ド等は、保護者が来るものの演奏終了後にすぐ帰ってしまうなど、引き続き参加してもらうという狙い

通りにはいかない部分がある。 

● 参加者の年齢層は偏っており、２０～３０代の若い層はまず来ない。「人権」に固いイメージがある

のかもしれない。若い参加者層を増やし土壌育成したい。 

● アンケート結果の「９割満足」について、分母の把握が必要。どんな事業でも集客が一番難しいが、

口コミは特に効果的である。アンケートで満足と回答した９割の人を活用できれば良い。 

● ブラスバンド等、来場者にとって人権フェスティバルの本来の目的意識が変わってしまっているので

はないか。集客企画も考えながら、本来の目的達成のための事業推進が必要である。 

● 集客にどれだけ予算をかけるか。出演者の知名度等にも左右される。講師には芸能人の起用も多いが、

本来の事業目的と異なる話の内容等が繰り広げられる場合もある。有名な講師でなくても、事業目的に

沿った内容で市民参加が得られると良い。 
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＜市民共生センター運営事業（地域共生型サークルづくり）＞ 

● 高齢者や独居老人等への対策を兼ねた事業と思われる。生涯学習として実施する事業との棲み分けが

難しい。また、民間サービスでできる事、あえて公がサービスすべき事業等、今後も棲み分けを真摯に

考えていけると良い。 

● 高齢者や障がい者の団体やサークル等の活動の場の提供であり、文化活動を立ち上げるための場所づ

くりでもある。活動団体が増えれば各コミュニティセンターや文化会館など市の他施設への利用拡大の

波及効果が期待できる。市民の自発的活動の土壌づくりのキーとなる事業になり得る。 

● 教室の運営についてはすべて自主事業なのか、共催的な内容もあるのか、ボランティア活用もあるの

か整理が必要である。ボランティア活動の場にもなると良い。また、リピーターや固定参加者など、参

加者が特定少数になってしまわないよう注意が必要。 

● 利用者からあかこんバス等交通の便の充実や、送迎を望む声もある。少人数に対し待ちの姿勢でのぞ

むばかりでなく、一度により多く市民に参加してもらえる方法として地域の老人会へ出かける等、アウ

トリーチ形式も取り入れられると良い。 

 

基本施策２． 文化の情報の収集と発信 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①文化情報の収集・発

信 

● 61 広報事業 秘書広報課 
都 

市 

 62 
読書活動推進事業（館報、ホームペー

ジ） 
図書館 市 

 63 ヴォーリズ建築文化ネットワーク 文化観光課 都 

 64 マナビィ通信 生涯学習課 市 

②文化団体に関する情

報の発信 

 65 広報活動 
各学区まちづくり協議会

（まちづくり支援課） 

都 

市 

 66 
文化団体機関誌発行（文化団体活動支

援事業） 
文化観光課 市 

③文化団体の交流の場

の確保 
● 再 

市民文化祭共催事業 

（３３の再掲） 
文化会館 市 

④文化情報のネットワ

ークづくり 

 再 各学区文化祭（３４の再掲） 
各学区まちづくり協議会

（まちづくり支援課） 
市 

 再 
広域観光プランディング推進事業（２

７の再掲） 
文化観光課 都 

⑤近江八幡市出身文化

人・芸術家の把握と連携 
 再 人生伝承塾（１２の再掲） 生涯学習課 

市 

都 

⑥図書館資料と専門職

員の充実 

 67 読書活動推進事業（資料収集） 図書館 市 

 68 読書活動推進事業（雑誌スポンサー） 図書館 都 
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文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜広報事業＞ 

● SNS 等を活用した現代ならではの情報発信の仕方も検討していかなければならない。当市では現在

Facebook を利用しているが、他は検討されているのか。市の情報はそもそも一方通行。Facebook も閲

覧数が少ない。市民からあまり見られていないように思う。 

● 情報の取り扱いは、個人情報も含め難しい時代である。 

● 広報紙は１５日号がなくなり月１回となる。発行回数減による経費削減が図れるものの、情報発信の

ための代替え手段の議論が十分なされているのか危惧する。広報紙で掲載できないものは、Facebook

での補完可能としているが、網羅出来るのか。「市ホームページを見た」「Facebook を見た」よりも、「広

報紙を見た」という声はまだまだ多く、事業実施の際担当課として市民のホームページアクセス数を確

認することがあるが、ほぼ見られていない現状である。また、各担当課において原稿締切までに詳細が

詰められるか、難しい現状がある。 

● ウェブ上での情報発信について、最近では無料クーポン等を利用しての閲覧者獲得のビジネスモデル

もあることから、市アプリや広告主を活用した方法も検討出来ないか。情報を自ら積極的に見にくる人

は少ないからこそ、誘導しなければならない。Facebook は市ホームページへ誘導する手段であり、各事

業については、簡単に作成できる QR コードの活用も考えられる。 

 

＜市民文化祭共催事業＞ 

● どの組織でも抱える課題であるが、年齢層の格差が激しい。若い層は文化協会に加盟せず文化会館を

利活用している。その層が文化協会に参画出来る仕組みがつくれないか。 

● 文化協会の加盟団体のみが参加出来るような文化祭では、意味がないのではないか。また、各学区と

の連携や、全市的な文化フェスティバル等に拡げられないか。 

● わざわざ一団体だけに予算を出す時代ではない。既得権益とならないように注意が必要である。 
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基本目標Ⅴ 文化活動の担い手の育成 

   文化活動を担う人材及び団体を育成するために必要な施策を講じます。 

 

基本施策１． 文化を創造する人材の育成 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①後継者育成の仕組み

づくりと指導者の育成 

 69 グローバル八幡塾事業 総務課 都 

 70 いきいき職員育成事業 総務課 都 

 71 
パイプオルガン奏者育成事業（安土文

芸の郷指定管理事業） 
文化観光課（指定管理） 

市 

都 

②子どもたちの文化創

造体験の拡充 

● 72 青少年美術展覧会 学校教育課 市 

 再 音楽振興事業（３４の再掲） 文化振興課 
市 

都 

③地域文化振興の担い

手の育成 
   

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜青少年美術展覧会＞ 

● 対象を子どもに特化した良い事業である。次への繋がりや長期的展望、市美展との連携等、現在の実

施方法から少しでも改善、発展出来ることを模索できると良い。 

● ３日間は会期日数として適切か。土日も働く保護者からすると会期が短く、鑑賞に行くためにはもう

少し日数を増やした方が良いのではないか。 

● より多くの来場者獲得を目指すならば、目標値に来場者数を挙げてもいい。どのような鑑賞者を増や

したいのか、目標設定できるといい。発表の場としてだけでなく、子どもの豊かな心情と芸術性を育む

ことを総合的な目的と考えるならば、他児童の優秀作品を鑑賞し受ける刺激も大切。同級生の作品も見

に行くような集客方法も検討できると良い。（校外学習で、全クラスで鑑賞に行く等） 

 

基本施策２． 文化によるまちづくり 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①市民の企画・立案・運

営による文化芸術の振興 

 再 図書館運営事業（貸館）（５５の再掲） 図書館 市 

● 

◎ 
再 文化団体活動支援事業（３１の再掲） 文化観光課 市 

②地域の文化団体によ

る文化活動の推進 

 再 文化団体活動支援事業（３１の再掲） 文化観光課 市 

 再 各学区文化祭（３４の再掲） 
各学区まちづくり協議会

（まちづくり支援課） 
市 
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③学校教育における文

化活動の充実 

 再 人生伝承塾（１２の再掲） 生涯学習課 市 

● 再 
図書館運営事業（ブックトーク）（３８

の再掲） 
図書館 市 

 73 図書館運営事業（学校図書館支援事業） 図書館 市 

 74 お出かけ演奏会 文化観光課 市 

④医療機関、福祉施設

等との連携 

 

再 やよいコンサート（４４の再掲） 
総合医療センター 

経営企画室 
市 

再 絵画展示（４５の再掲） 
総合医療センター 

総務課 
市 

 75 市民共生センター運営事業 市民共生センター 市 

⑤東京オリンピック・パラリン

ピック開催に向けた取り組み 
   

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜文化団体活動支援事業＞ 

◎ まちづくり芸術振興事業補助金はルールができ、かなりしっかりとした制度になりつつある。ただ補

助金額が少なすぎるので、もっと助成金を増やし、ＰＲも強化すべきである。 

◎ 文化団体連合会では、近江八幡市文化協会と安土町文化協会で共通する事業もある。事業に対するメ

リハリを作って、共通するものについては共催で取り組んでいただきたい。 

◎ 文化活動を行う人々は、自身の行動様式の発露・自己表現を、税金を使ってするという意識から脱却

しなければならない。昔と違い今は厳しい時代で、補助金を使って行った事業がどれだけ公共的公益的

になっているかが問われてくる。その公益性は不特定多数の第三者の利益になったのかどうか、また、

それに伴う積極的な公益的価値をどう説明するのか。どのような公益的成果を上げたかについては、補

助金を受けた側に説明責任が発生し、例えば、学校に出向いて授業の一環として演劇を教える、美術の

先生と協力して学校授業や課外活動をバックアップする、などのアウトリーチ活動などが問われること

となり、「協会運営自体で社会的に貢献する」では、公益的成果とはみなされない。 

◎ 連合会の中にある程度采配やコーディネイト・プランニングすることが出来る人材が必要で、人材が

不足ないしは無いのであれば育てていくことも根幹となるように感じる。 

● 補助金については既得権益とならぬよう注意が必要。文化協会加盟（団体活動）のメリットを、協会

自身ももっと考えるべきである。 

● まちづくり芸術振興事業補助金の対象事業が市全体を巻き込むような大きな事業である場合、２０万

の補助金では安価ではないか。財源について、ふるさと納税や企業の協賛金等の活用を検討できないか。

補助金の活用方法によっては、市民活動活発化の起爆剤となり得る事業である。 

 

＜図書館運営事業（ブックトーク）＞ 

● 図書館でも学校図書室でも、子どもたちが本へ親しむ機会となれば良い。相乗効果が図れれば更に良

い。 

● 貸出冊数の増加を目標値としているが、図書館の利用率増加等、他に指標と出来るものがあると良い。 

ブックトークで紹介してもらった本を読みたいと、大人になって来館してくる人がいる。事業効果には

長い時間がかかる。文化事業には、長期的指標（展望）が必要である。 
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基本目標Ⅵ 協働の仕組みづくり 

   市民が自主的かつ主体的に行う文化活動の充実を図るため、市民、芸術家、事業者、教育機関・福祉関係

団体・医療関係機関等および市との間における様々な協働が活発に行われるように、協働の仕組づくりと場

の整備等を行います。 

 

基本施策１． 文化施設の有効活用 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①文化会館の利用促進  再 市民文化祭共催事業（３３の再掲） 文化会館 市 

②行政の文化振興体制の

明確化と連携体制の整備 
● 76 近江八幡市文化振興審議会 文化観光課 都 

③施設・設備の充実等 

 77 図書館施設維持管理事業 図書館 市 

 78 市民共生センター維持管理事業 
障がい福祉課（市民共生

センター） 
都 

 79 文化関連施設維持管理（指定管理施設） 文化観光課 都 

● 80 文化関連施設修繕（市立資料館） 文化観光課 都 

 81 文化関連施設修繕（文化会館） 文化観光課 都 

④県・近隣市町との交

流・連携 

 82 信長サミット 住民課 都 

● 83 広域観光および友好都市交流事業 文化観光課 都 

 再 
ヴォーリズ建築文化ネットワーク（６

３の再掲） 
文化観光課 都 

 

文化振興審議会委員及びプロジェクト委員の意見 

＜近江八幡市文化振興審議会＞ 

● これまで個別具体的な案件が審議されてきたが、今後はそれに加え、文化振興基本計画に基づく進捗

状況についても総合的な評価・助言をいただき、一層市の文化芸術の推進を図りたい。 

 

＜文化関連施設修繕（市立資料館）＞ 

● 郷土資料館を大型改修し、バリアフリーや新設スペースなど、ハード面での設備が充実した。今後は

コワーキングスペースやカフェギャラリー、イベントスペースの活用等、指定管理者と協力してソフト

面の充実に努めることが重要。現在月一回イベントスペースでコンサートを行っている。市内の文化団

体の発表の場としても活用できると良い。 

 

＜広域観光および友好都市交流事業＞ 

● 宿泊型・滞在型の観光へと転換する上で近隣市町との連携は欠かせない。それぞれの持つ強味を上手

く組み合わせ、相乗効果としてさらに観光地の魅力が向上することを期待する。 

● 再来年にスタートする大河ドラマの題材は明智光秀であり、安土・近江八幡は確実に関わりを持つこ
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とから、観光物産協会や信長公居城連携協議会等と密に連携を取りながら、取り組みを進めていくこと

が重要である。 

 

基本施策２． 市民との協働 

基本施策に対する取組（●：重点事業として注目するもの ◎：審議会での審議あり） 

具体的取組 重点 № 事務事業名 事業担当課 区分 

①市民文化活動への支援 

の拡充 

 再 図書館運営事業（貸館）（５５の再掲） 図書館 市 

 再 文化団体活動支援（３１の再掲） 文化観光課 市 

 84 文化関連事業に対する後援 文化観光課 都 

②市民が主役の文化振興

の仕組みづくり 

 再 図書館運営事業（貸館）（５５の再掲） 図書館 市 

 再 文化団体活動支援（３１の再掲） 文化観光課 市 

③市民参画・協働型事

業の充実 

 85 市政モニター制度 秘書広報課 都 

 86 広聴事業 未来を築く提言 秘書広報課 都 
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体
を

な
す

環
境

を
保

存
す

る
た

め
、

修
理

・
修

景
事

業
を

行
っ

た
。

修
理

・
修

景
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

歴
史

・
文

化
薫

る
景

観
を

保
全

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

5
0
件

/
1
0
ヶ

年

年
平

均
5
件

の
修

理
・

修
景

事
業

に
よ

る
景

観
保

全
を

行
う

。

都
市

文
化

（
景

観
）

3
環

境
保

全
対

策
事

業
環

境
課

重
要

文
化

的
景

観
の

構
成

要
素

で
あ

る
ヨ

シ
の

保
全

及
び

環
境

ま
ち

づ
く

り
活

動
団

体
に

よ
る

市
内

の
環

境
保

全
活

動
の

実
施

。

・
ヨ

シ
地

の
清

掃
（

ヨ
シ

刈
り

、
ヨ

シ
焼

き
等

）
の

実
施

。
・

市
民

団
体

「
水

と
緑

の
環

境
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

に
よ

る
環

境
保

全
活

動
の

実
施

。

・
自

然
の

浄
化

作
用

を
有

す
る

貴
重

な
ヨ

シ
の

保
全

活
動

に
努

め
、

ヨ
シ

地
の

清
掃

等
を

実
施

し
た

。
・

環
境

ま
ち

づ
く

り
活

動
団

体
と

の
連

携
や

協
力

、
支

援
を

実
施

し
た

。

・
重

要
文

化
的

景
観

の
構

成
要

素
で

あ
る

ヨ
シ

群
落

の
保

全
に

向
け

た
事

業
に

よ
り

、
文

化
的

景
観

の
保

全
に

努
め

た
。

・
環

境
ま

ち
づ

く
り

活
動

団
体

と
連

携
、

協
働

し
な

が
ら

、
市

域
各

地
で

の
継

続
し

た
環

境
保

全
活

動
に

取
り

組
ん

だ
。

都
市

文
化

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

①
環

境
保

全
対

策

ヨ
シ

群
落

の
保

全
を

は
じ

め
と

し
、

西
の

湖
や

白
鳥

川
、

山
本

川
、

八
幡

山
等

の
清

掃
を

実
施

す
る

等
、

市
内

の
環

境
保

全
に

貢
献

す
る

。

近
江

八
幡

市
環

境
基

本
計

画
に

掲
げ

る
望

ま
し

い
環

境
像

『
～

自
然

と
の

共
生

、
歴

史
と

文
化

を
次

世
代

に
つ

な
ぐ

～
 
近

江
八

幡
 
持

続
可

能
な

「
水

・
緑

・
く

ら
し

」
』

の
実

現
に

向
け

て
、

今
後

も
継

続
し

て
事

業
を

実
施

す
る

。

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）
事

業
概

要
具

体
的

取
組

№
事

業
名

担
当

課

H
2
9
事

業
実

績

４
．

事
務

事
業

実
施

状
況
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

②
風

景
計

画
4

風
景

計
画

区
域

内
に

お
け

る
行

為
の

制
限

都
市

計
画

課

風
景

計
画

区
域

内
に

お
い

て
、

一
定

規
模

の
建

築
行

為
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

風
景

形
成

基
準

に
従

っ
て

良
好

な
風

景
が

形
成

さ
れ

る
よ

う
に

、
景

観
法

に
基

づ
く

届
出

が
必

要
と

な
り

、
建

築
物

等
に

対
し

、
周

辺
の

風
景

と
調

和
す

る
よ

う
に

規
制

誘
導

を
行

う
。

景
観

法
に

基
づ

き
届

出
さ

れ
た

行
為

内
容

は
、

風
景

計
画

に
定

め
る

風
景

形
成

基
準

に
お

お
む

ね
適

合
し

、
市

に
ふ

さ
わ

し
い

良
好

な
景

観
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

（
参

考
）

風
景

計
画

に
基

づ
く

届
出

審
査

件
数

　
1
2
5
件

区
域

内
の

風
景

を
保

全
・

創
出

し
て

い
く

た
め

に
、

風
景

形
成

基
準

を
定

め
、

建
築

物
等

の
外

観
の

変
更

と
な

る
行

為
に

対
し

て
、

制
限

を
し

て
い

る
。

近
江

八
幡

市
の

風
景

は
、

特
徴

あ
る

ゾ
ー

ン
（

区
域

）
毎

に
多

彩
な

風
景

を
造

り
出

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

域
別

計
画

で
は

各
ゾ

ー
ン

の
風

景
特

性
を

考
慮

し
た

風
景

形
成

基
準

を
定

め
て

い
る

。
こ

の
地

域
別

計
画

区
域

内
に

お
い

て
も

、
景

観
法

に
基

づ
き

届
出

さ
れ

た
行

為
内

容
は

、
風

景
計

画
に

定
め

る
風

景
形

成
基

準
に

お
お

む
ね

適
合

し
、

水
郷

風
景

や
伝

統
的

風
景

に
ふ

さ
わ

し
い

文
化

的
な

景
観

づ
く

り
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

都
市

文
化

（
景

観
）

２
．

歴
史

、
文

化
と

調
和

の
と

れ
た

ま
ち

づ
く

り

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

5
安

土
城

下
町

地
区

整
備

事
業

住
民

課
歴

史
資

産
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
、

環
境

整
備

を
行

う
。

拠
点

整
備

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

歴
史

資
産

や
自

然
環

境
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
拠

点
の

整
備

歴
史

資
産

や
自

然
環

境
を

活
か

し
た

拠
点

整
備

が
出

来
た

。
都

市
文

化
（

環
境

）

6
河

川
管

理
事

業
管

理
調

整
課

樹
木

剪
定

等
の

維
持

管
理

及
び

八
幡

堀
の

水
量

管
理

。

樹
木

剪
定

及
び

遊
歩

道
の

修
繕

ポ
ン

プ
周

辺
の

清
掃

ポ
ン

プ
使

用
電

気
料

金
の

支
払

（
基

本
料

金
は

県
）

剪
定

・
修

繕
8
3
7
千

円
、

ポ
ン

プ
周

辺
清

掃
2
8
0
千

円
、

ポ
ン

プ
使

用
電

気
料

金
6
9
5

千
円

浄
化

施
設

に
お

い
て

は
県

と
調

整
し

維
持

管
理

を
行

え
た

。
都

市
文

化
（

環
境

）

7
選

択
無

形
文

化
財

保
存

事
業

文
化

観
光

課
国

選
択

無
形

文
化

財
の

保
存

の
た

め
、

保
存

団
体

へ
の

支
援

を
行

う
。

助
成

団
体

数
3
件

3
件

（
八

幡
掘

祭
松

明
祭

、
篠

田
の

花
火

、
左

義
長

祭
）

保
存

団
体

に
よ

る
後

継
者

育
成

の
た

め
の

事
業

に
対

し
、

補
助

を
行

っ
た

。

保
存

団
体

へ
の

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
若

年
層

へ
の

伝
承

事
業

を
行

え
た

。
3
件

継
続

し
て

、
3

団
体

へ
の

支
援

を
行

い
、

保
存

・
伝

承
活

動
を

行
う

。

都
市

文
化

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

H
3
7
(
計

画
最

終
年

度
）

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

風
景

計
画

は
、

違
反

者
を

摘
発

し
、

是
正

措
置

等
を

求
め

る
こ

と
が

目
的

で
は

な
く

、
良

好
な

景
観

形
成

の
推

進
や

景
観

意
識

向
上

に
向

け
た

取
組

の
推

進
が

本
来

の
目

的
で

あ
る

。
現

在
の

風
景

を
固

定
化

す
る

の
で

は
な

く
、

現
在

の
風

景
の

良
さ

を
再

認
識

・
再

発
見

し
、

変
化

す
る

中
で

も
、

何
を

残
し

て
い

く
の

か
を

市
民

・
事

業
者

で
共

有
す

る
た

め
、

風
景

計
画

毎
の

風
景

形
成

基
準

に
基

づ
い

た
規

制
誘

導
の

一
貫

性
を

図
る

。

①
歴

史
・

文
化

環
境

の
保

存
・

整
備

セ
ミ

ナ
リ

ヨ
公

園
か

ら
安

土
山

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
道

路
の

自
然

色
舗

装
を

実
施

。
外

堀
に

お
い

て
展

望
デ

ッ
キ

と
親

水
デ

ッ
キ

を
設

置
。

特
別

史
跡

安
土

城
跡

へ
の

来
訪

者
数

7
7
,
0
0
0
人

/
年

樹
木

剪
定

等
の

維
持

管
理

八
幡

堀
ポ

ン
プ

清
掃

及
び

県
と

の
調

整
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八

幡
堀

水
門

の
調

整
（

水
資

源
機

構
）

・
樹

木
剪

定
等

の
維

持
管

理
・

八
幡

堀
ポ

ン
プ

清
掃

及
び

県
と

の
調

整
・

八
幡

堀
水

門
の

調
整

（
水

資
源

機
構

）

具
体

的
取

組
№

事
業

名

H
2
9
事

業
実

績

担
当

課
事

業
概

要

近
江

八
幡

市
風

景
計

画
は

、
市

民
・

事
業

者
の

理
解

と
協

力
の

も
と

、
風

景
を

生
か

し
た

誇
り

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

の
計

画
で

あ
る

。

景
観

法
に

基
づ

く
届

出
制

度
に

よ
る

景
観

誘
導

を
行

い
な

が
ら

、
市

民
や

事
業

者
等

と
の

協
働

で
良

好
な

景
観

形
成

の
推

進
に

取
り

組
む

。

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

②
食

文
化

の
継

承
と

振
興

8
水

郷
ブ

ラ
ン

ド
農

産
物

認
証

制
度

農
業

振
興

課

市
内

で
生

産
さ

れ
た

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

図
る

と
と

も
に

近
江

八
幡

の
美

し
い

水
郷

風
景

を
守

る
。

①
認

証
面

積
①

8
5
h
a

①
9
5
.
4
h
a

近
江

八
幡

市
内

の
水

環
境

等
に

配
慮

し
、

基
準

を
満

た
し

た
農

産
物

を
認

証
す

る
こ

と
で

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

図
る

と
と

も
に

、
水

郷
地

域
の

保
全

に
つ

な
げ

る
。

ま
た

、
認

証
し

た
農

産
物

か
ら

検
体

を
抽

出
し

、
残

留
農

薬
検

査
を

実
施

す
る

こ
と

で
安

心
な

農
産

物
の

普
及

に
つ

な
げ

る
。

市
内

の
水

環
境

等
に

配
慮

し
、

基
準

を
満

た
し

た
農

産
物

の
認

証
面

積
が

増
加

し
た

こ
と

で
、

本
市

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
と

と
も

に
、

水
郷

地
域

の
水

環
境

の
保

全
を

す
す

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

都
市

文
化

③
地

域
の

文
化

資
源

を
活

用
し

た
文

化
芸

術
活

動
の

推
進

9
安

土
文

芸
の

郷
指

定
管

理
事

業
文

化
観

光
課

（
指

定
管

理
）

市
民

の
芸

術
の

振
興

を
図

り
総

合
的

文
化

活
動

を
推

進
す

る
た

め
、

安
土

文
芸

の
郷

公
園

施
設

に
お

い
て

、
指

定
管

理
者

に
よ

る
文

化
事

業
を

実
施

す
る

。

①
文

芸
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

自
主

事
業

　
1
1
事

業
2
0
公

演
　

入
場

者
数

3
,
9
6
3
人

②
文

芸
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

貸
館

事
業

　
利

用
件

数
2
3
1
件

　
入

場
者

数
1
7
,
6
5
0
人

③
安

土
城

天
主

信
長

の
館

自
主

事
業

　
5

事
業

④
信

長
の

館
入

館
者

数
6
2
,
0
8
9
人

①
・

鑑
賞

事
業

：
ア

ー
チ

ス
ト

公
演

・
ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾌ
ﾟ
ｵ
ﾙ
ｶ
ﾞ
ﾝ
公

演
、

ﾜ
ﾝ
ｺ
ｲ
ﾝ
ｺ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾄ
（

親
子

向
け

）
、

は
つ

ら
つ

ｺ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾄ
（

ｼ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
対

象
）

・
人

材
育

成
事

業
：

ｵ
ﾙ
ｶ
ﾞ
ﾝ
教

室
、

ｵ
ﾙ
ｶ
ﾞ
ﾝ
ﾐ
ﾆ

ｺ
ﾝ
ｻ
ｰ
ﾄ
、

ｵ
ﾙ
ｶ
ﾞ
ﾝ
教

室
発

表
会

、
ﾎ
ｰ
ﾙ
ﾚ
ｯ
ｽ
ﾝ

・
普

及
啓

発
事

業
：

ｵ
ﾙ
ｶ
ﾞ
ﾝ

総
合

学
習

見
学

会
③

V
R
安

土
城

再
発

見
講

座
、

夏
休

み
こ

ど
も

歴
史

塾
、

歴
史

講
座

、
安

土
・

歴
史

探
訪

、
能

楽
教

室
3
8
回

、
夏

休
み

子
ど

も
歴

史
資

料
配

布
④

主
に

観
光

客
数

自
主

事
業

の
実

施
回

数
は

昨
年

度
よ

り
も

減
少

し
た

も
の

の
、

ホ
ー

ル
の

特
性

を
活

か
し

た
音

楽
事

業
や

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
奏

者
の

育
成

事
業

、
廉

価
で

良
質

な
コ

ン
サ

ー
ト

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

各
事

業
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

で
は

高
い

満
足

度
を

得
た

。
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

に
お

け
る

貸
館

事
業

で
は

、
前

年
度

か
ら

1
1
％

増
で

過
去

最
高

と
な

り
、

市
民

の
文

化
活

動
が

活
発

に
行

わ
れ

る
場

と
な

っ
た

。

都
市

文
化

市
民

文
化

（
芸

術
）

3
．

地
域

文
化

の
継

承
と

発
展

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
地

域
に

根
ざ

し
た

文
化

活
動

の
継

承
と

活
用

1
0

ふ
る

さ
と

文
化

育
成

事
業

（
地

域
ま

ち
づ

く
り

支
援

交
付

金
事

業
）

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
(
ま

ち
づ

く
り

支
援

課
）

地
域

の
伝

統
・

文
化

お
よ

び
郷

土
芸

能
の

振
興

を
図

る
。

す
べ

て
の

学
区

で
「

ふ
る

さ
と

文
化

育
成

」
の

事
業

や
活

動
、

啓
発

が
行

わ
れ

る
こ

と
。

1
1
学

区
で

実
施

。
1
1
学

区
で

実
施

。

各
学

区
に

お
い

て
、

歴
史

講
座

や
文

化
祭

、
生

涯
学

習
講

座
等

の
開

催
や

サ
ー

ク
ル

団
体

へ
の

助
成

等
、

地
域

の
文

化
資

源
を

活
用

し
た

取
り

組
み

を
行

う
。

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
が

「
ふ

る
さ

と
文

化
育

成
事

業
」

と
し

て
、

文
化

イ
ベ

ン
ト

（
ま

つ
り

・
つ

ど
い

）
、

文
化

講
座

、
故

郷
探

訪
等

を
実

施
し

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

の
幅

広
い

世
代

が
多

数
参

加
さ

れ
た

。
学

区
や

地
域

が
持

つ
資

源
（

モ
ノ

・
人

材
）

を
発

掘
・

活
用

し
、

歴
史

文
化

の
継

承
と

学
区

民
の

意
識

醸
成

が
図

れ
た

。

す
べ

て
の

学
区

で
「

ふ
る

さ
と

文
化

育
成

」
の

事
業

や
活

動
、

啓
発

が
行

わ
れ

る
こ

と
。

1
1
学

区
で

実
施

。
市

民
文

化

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
具

体
的

取
組

№
事

業
名

担
当

課

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分

①
1
0
0
h
a

②
取

り
組

み
者

数
５

０
名

1
6
世

紀
に

日
本

で
初

め
て

安
土

に
輸

入
さ

れ
、

信
長

も
聴

い
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

西
洋

楽
器

の
オ

ル
ガ

ン
の

史
実

に
基

づ
き

、
国

内
有

数
の

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
を

有
す

る
ホ

ー
ル

を
持

つ
文

芸
セ

ミ
ナ

リ
ヨ

に
お

い
て

、
気

軽
に

鑑
賞

で
き

る
コ

ン
サ

ー
ト

や
オ

ル
ガ

ン
教

室
等

、
ま

た
安

土
城

天
主

信
長

の
館

に
お

い
て

、
歴

史
文

化
関

連
の

自
主

事
業

を
行

う
。

セ
ミ

ナ
リ

ヨ
ホ

ー
ル

や
信

長
の

館
等

、
地

域
資

源
を

活
用

し
た

魅
力

的
な

自
主

事
業

を
展

開
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
へ

身
近

な
場

所
で

廉
価

で
良

質
な

芸
術

の
提

供
や

、
地

域
へ

の
愛

着
を

増
す

機
会

を
創

出
す

る
。

ま
た

観
光

施
設

で
も

あ
る

信
長

の
館

に
お

い
て

、
近

江
八

幡
の

歴
史

と
文

化
の

魅
力

を
内

外
に

発
信

す
る

。

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
地

域
に

根
ざ

し
た

文
化

活
動

の
継

承
と

活
用

1
1

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

市
文

化
団

体
連

合
会

を
支

援
し

、
地

域
で

の
文

化
芸

術
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
補

助
金

を
交

付
す

る
。

文
化

団
体

連
合

会
へ

の
支

援
を

通
し

て
、

地
域

で
の

活
発

な
文

化
芸

術
活

動
を

推
進

し
、

市
民

が
生

き
生

き
と

し
た

、
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

に
貢

献
す

る
。

事
業

計
画

に
基

づ
き

、
各

事
業

を
実

施
さ

れ
、

補
助

金
を

交
付

し
た

。

・
市

民
文

化
祭

、
安

土
地

域
自

治
区

文
化

祭
、

ミ
ニ

文
化

祭 ・
文

化
講

演
会

・
体

験
ま

つ
り

・
機

関
誌

「
文

化
の

な
か

ま
」

「
投

映
」

の
発

行
　

等

各
事

業
を

通
し

て
、

普
段

の
活

動
の

成
果

発
表

の
場

、
文

化
芸

術
の

発
信

の
場

と
し

て
市

の
文

化
芸

術
の

振
興

に
寄

与
で

き
た

。

市
民

文
化

②
歴

史
や

生
活

文
化

の
理

解
の

た
め

の
地

域
人

材
の

活
用

1
2

人
生

伝
承

塾
生

涯
学

習
課

伝
統

文
化

の
継

承
者

を
、

人
生

伝
承

塾
と

い
う

冊
子

に
登

録
し

、
そ

の
中

か
ら

学
校

を
核

と
し

た
地

域
力

強
化

事
業

等
で

学
校

・
家

庭
・

地
域

を
つ

な
ぐ

事
業

の
講

師
と

し
て

な
る

。

人
生

伝
承

塾
新

規
登

録
者

数
３

名
２

名
人

生
伝

承
塾

の
講

師
を

冊
子

で
紹

介
し

、
各

校
園

で
の

授
業

づ
く

り
の

支
援

を
図

る
。

各
地

域
で

人
生

伝
承

塾
講

師
の

登
録

が
進

み
、

中
々

新
規

登
録

者
が

見
つ

ら
な

い
中

、
2
名

の
新

規
講

師
を

登
録

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

都
市

文
化

③
伝

統
文

化
の

担
い

手
の

育
成

1
3

伝
統

技
術

伝
承

講
座

文
化

観
光

課
伝

統
技

術
の

伝
承

の
た

め
の

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
。

①
講

座
数

②
受

講
生

数
前

年
比

較
①

　
２

か
ら

４
②

　
２

５
か

ら
４

５

模
写

講
座

陶
芸

講
座

石
工

講
座

甲
冑

講
座

対
前

年
比

か
ら

は
①

で
2
0
0
％

で
②

1
8
0
％

で
あ

る
が

、
ま

だ
活

用
実

績
と

し
て

は
過

少
で

あ
る

た
め

数
値

的
に

は
低

い
が

、
こ

れ
ま

で
の

講
座

に
改

め
て

技
術

の
追

加
を

で
き

た
こ

と
は

、
目

的
の

上
で

考
慮

で
き

る
と

思
わ

れ
る

。

都
市

文
化

市
民

文
化

④
ふ

る
さ

と
に

愛
着

心
を

持
て

る
仕

組
み

づ
く

り
1
4

や
ま

の
こ

・
た

ん
ぼ

の
こ

体
験

学
習

学
校

教
育

課

や
ま

の
こ

…
沖

島
で

森
林

環
境

学
習

を
行

う
。

た
ん

ぼ
の

こ
…

農
業

体
験

活
動

を
通

じ
て

、
農

業
へ

の
関

心
を

高
め

、
生

命
や

食
べ

物
の

大
切

さ
を

学
ぶ

「
食

か
ら

の
教

育
」

を
推

進
す

る
。

①
実

施
校

数

①
市

立
1
2
小

学
校 （

や
ま

の
こ

）
　

市
内

1
3
小

学
校

（
た

ん
ぼ

の
こ

）

①
市

立
1
2
小

学
校

（
や

ま
の

こ
）

　
市

内
1
3
小

学
校

（
た

ん
ぼ

の
こ

）

や
ま

の
こ

…
沖

島
で

森
林

環
境

学
習

を
行

っ
た

。
た

ん
ぼ

の
こ

…
農

作
物

を
育

て
・

収
穫

し
・

食
べ

る
と

い
う

農
業

体
験

学
習

を
行

っ
た

。

や
ま

の
こ

…
沖

島
と

い
う

地
域

の
フ

ィ
ー

ル
ド

を
活

用
し

て
、

森
林

環
境

学
習

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

た
ん

ぼ
の

こ
…

農
作

物
を

育
て

・
収

穫
し

・
食

べ
る

と
い

う
農

業
体

験
学

習
を

通
し

て
、

食
に

関
す

る
感

謝
の

気
持

ち
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

（
生

活
）

文
化

団
体

連
合

会
を

通
し

て
、

地
域

で
の

活
発

な
文

化
芸

術
活

動
を

推
進

し
、

市
民

が
生

き
生

き
と

し
た

、
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

に
貢

献
す

る
。

H
3
7
(
計

画
最

終
年

度
）

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

人
生

伝
承

塾
登

録
講

師
の

、
い

ろ
い

ろ
な

場
面

で
の

活
躍

お
よ

び
活

用
。

匠
の

里
の

も
う

一
つ

の
設

置
目

的
で

あ
る

文
化

財
保

護
施

設
と

し
て

の
側

面
を

活
か

し
、

市
内

の
文

化
財

施
設

の
統

合
を

図
る

こ
と

と
な

り
、

平
成

3
1
年

度
か

ら
全

講
座

の
休

止
を

計
画

し
実

行
に

向
け

て
進

め
て

い
る

。

①
市

立
1
2
小

学
校

（
や

ま
の

こ
）

　
市

内
1
3
小

学
校

（
た

ん
ぼ

の
こ

）
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Ⅱ
　

歴
史

的
文

化
遺

産
の

保
存

と
継

承

1
．

伝
統

文
化

の
保

存
と

継
承

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

1
5

茶
道

体
験

幼
児

課

日
本

の
伝

統
文

化
で

あ
る

茶
道

を
通

し
て

地
域

の
文

化
に

触
れ

た
り

、
作

法
を

学
ん

だ
り

し
、

地
域

の
方

と
の

触
れ

合
い

を
楽

し
む

。

直
接

体
験

と
し

て
伝

統
文

化
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

・
お

茶
席

に
必

要
な

茶
道

具
の

使
い

方
や

茶
道

の
歴

史
な

ど
に

つ
い

て
話

を
を

聞
き

く
。

　
　

　
　

　
　

　
　

・
厳

か
な

雰
囲

気
の

中
で

、
お

茶
席

な
ら

で
は

の
挨

拶
や

作
法

を
体

験
す

る
。

・
お

茶
や

お
菓

子
を

運
ん

だ
り

、
お

客
さ

ん
に

な
っ

て
お

茶
や

お
菓

子
を

い
た

だ
い

た
り

す
る

。

地
域

の
方

に
教

え
て

い
た

だ
く

こ
と

で
親

し
み

を
持

っ
て

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
、

見
た

り
聞

い
た

り
だ

け
で

は
な

く
、

味
わ

う
直

接
体

験
が

で
き

る
こ

と
で

よ
り

楽
し

み
な

が
ら

伝
統

文
化

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

市
民

文
化

（
生

活
）

1
6

図
書

館
運

営
事

業
（

地
域

資
料

の
デ

ジ
タ

ル
化

）
図

書
館

貴
重

書
の

劣
化

、
変

質
へ

の
対

応
と

と
も

に
、

貴
重

書
を

後
世

に
残

し
、

ま
た

広
く

活
用

し
て

い
く

。

公
益

財
団

法
人

図
書

館
振

興
財

団
の

助
成

金
で

、
２

３
点

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
行

い
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
公

開
の

た
め

の
予

算
を

確
保

し
た

。

図
書

館
お

よ
び

市
所

蔵
の

貴
重

資
料

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
進

め
、

平
成

３
０

年
４

月
か

ら
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
公

開
に

向
け

て
の

準
備

を
行

う
。

（
１

２
月

か
ら

３
月

の
プ

レ
公

開
時

に
２

万
件

の
ア

ク
セ

ス
が

あ
っ

た
。

）

デ
ジ

タ
ル

化
し

た
資

料
デ

ー
タ

を
加

工
し

、
ふ

る
さ

と
教

育
に

も
活

用
で

き
る

よ
う

に
工

夫
を

し
た

。
全

国
に

近
江

八
幡

の
魅

力
を

発
信

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

都
市

文
化

1
7

安
土

城
天

主
信

長
の

館
　

自
主

文
化

事
業

（
安

土
文

芸
の

郷
指

定
管

理
事

業
）

文
化

観
光

課
（

指
定

管
理

）

市
民

の
芸

術
の

振
興

を
図

り
総

合
的

文
化

活
動

を
推

進
す

る
た

め
、

安
土

文
芸

の
郷

公
園

施
設

に
お

い
て

、
指

定
管

理
者

に
よ

る
文

化
事

業
を

実
施

す
る

。

・
V
R
安

土
城

再
発

見
講

座
、

夏
休

み
こ

ど
も

歴
史

塾
、

歴
史

講
座

、
安

土
・

歴
史

探
訪

、
能

楽
教

室
、

夏
休

み
子

ど
も

歴
史

資
料

配
布

。

安
土

城
天

主
信

長
の

館
に

お
い

て
、

天
主

説
明

会
や

こ
ど

も
歴

史
塾

、
安

土
・

歴
史

探
訪

な
ど

の
歴

史
文

化
関

連
の

自
主

事
業

を
行

っ
た

。
事

業
へ

の
参

加
者

の
べ

4
4
4
名

。
ま

た
、

信
長

も
親

し
ん

だ
能

楽
の

教
室

を
昨

年
度

よ
り

1
4

回
多

い
年

3
8
回

開
催

し
、

1
6

名
の

受
講

生
が

伝
統

芸
能

を
学

ん
だ

。

事
業

へ
の

参
加

者
は

昨
年

度
よ

り
も

減
少

し
た

も
の

の
、

地
域

の
歴

史
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

多
く

設
け

た
。

都
市

文
化

市
民

文
化

②
豊

か
な

自
然

環
境

の
活

用
1
8

西
の

湖
ヨ

シ
灯

り
展

の
開

催
支

援
環

境
課

ヨ
シ

作
品

の
作

成
・

展
示

を
実

施
し

、
ヨ

シ
群

落
を

は
じ

め
と

し
た

自
然

の
素

晴
ら

し
さ

を
次

世
代

へ
と

引
き

継
い

で
い

く
。

・
西

の
湖

ヨ
シ

灯
り

展
開

催
の

支
援

を
行

う
。

・
西

の
湖

ヨ
シ

灯
り

展
実

行
委

員
会

よ
り

、
西

の
湖

の
ヨ

シ
を

素
材

に
し

た
オ

ブ
ジ

ェ
「

ヨ
シ

灯
り

」
の

作
成

を
県

内
各

地
に

呼
び

か
け

、
幅

広
い

年
代

層
か

ら
作

品
を

募
集

し
展

示
し

た
。

・
出

展
数

、
来

場
者

数
も

年
々

増
加

傾
向

に
あ

り
、

継
続

し
た

活
動

の
効

果
が

見
ら

れ
た

。

ヨ
シ

の
群

生
地

で
あ

り
、

地
域

固
有

の
自

然
が

見
ら

れ
、

文
化

的
に

重
要

な
自

然
環

境
と

な
っ

て
い

る
西

の
湖

で
ヨ

シ
灯

り
展

を
開

催
す

る
こ

と
で

、
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

を
中

心
に

、
環

境
保

全
の

重
要

性
に

つ
い

て
考

え
て

も
ら

う
機

会
と

な
っ

た
。

都
市

文
化

再
人

生
伝

承
塾

生
涯

学
習

課

再
伝

統
技

術
伝

承
講

座
文

化
観

光
課

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要

西
の

湖
ヨ

シ
灯

り
展

に
参

加
し

、
西

の
湖

及
び

そ
の

周
辺

の
自

然
の

素
晴

ら
し

さ
に

触
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
西

の
湖

を
大

切
に

し
よ

う
と

い
う

想
い

を
持

っ
た

方
が

一
人

で
も

多
く

増
え

、
次

世
代

へ
と

引
き

継
い

で
い

け
る

よ
う

継
続

し
た

取
り

組
み

を
実

施
す

る
。

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
で

あ
る

西
の

湖
の

賢
明

な
利

用
を

図
る

と
と

も
に

、
ヨ

シ
群

落
を

は
じ

め
と

し
た

自
然

の
素

晴
ら

し
さ

を
次

世
代

に
引

き
継

ぐ
た

め
、

継
続

し
て

事
業

を
実

施
す

る
。

№
１

２
参

照

№
１

３
参

照

③
人

的
資

源
の

発
掘

と
連

携

①
歴

史
的

遺
産

、
伝

統
文

化
の

継
承

と
発

展

茶
道

体
験

を
通

し
て

、
幼

児
な

り
に

体
験

の
楽

し
さ

を
感

じ
た

り
、

作
法

の
意

味
を

知
っ

た
り

す
る

中
で

、
今

ま
で

続
い

て
き

た
意

味
や

、
こ

れ
か

ら
も

大
切

に
し

て
い

き
た

い
気

持
ち

を
育

む
。

園
の

実
態

に
合

わ
せ

て
茶

道
体

験
だ

け
で

な
く

、
さ

ま
ざ

ま
な

機
会

を
捉

え
て

伝
統

文
化

に
触

れ
る

機
会

を
も

つ
。

図
書

館
お

よ
び

市
所

蔵
の

貴
重

資
料

の
デ

ジ
タ

ル
化

、
及

び
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

公
開

に
向

け
た

準
備

を
行

う
。

・
年

間
総

ア
ク

セ
ス

件
数

7
0
,
0
0
0
件

復
元

安
土

城
天

主
及

び
V
R
安

土
城

な
ど

、
魅

力
的

な
資

源
を

有
す

る
安

土
城

天
主

信
長

の
館

に
お

い
て

、
歴

史
文

化
関

連
の

自
主

事
業

を
行

い
、

地
域

歴
史

文
化

を
広

く
発

信
す

る
。

施
設

の
魅

力
を

活
用

し
た

歴
史

・
文

化
講

座
等

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

歴
史

文
化

を
広

く
発

信
す

る
。
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2
．

文
化

財
の

保
存

と
活

用

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

の
保

存
・

活
用

再
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

保
存

事
業

文
化

観
光

課

②
無

形
文

化
財

の
保

存
1
9

指
定

文
化

財
保

存
事

業
文

化
観

光
課

指
定

文
化

財
の

保
存

を
図

る
た

め
、

所
有

者
等

へ
の

支
援

を
行

う
。

助
成

団
体

数
3
件

4
件

指
定

文
化

財
の

修
理

等
保

存
事

業
に

対
し

て
補

助
を

行
っ

た
。

重
要

文
化

財
防

災
施

設
事

業
1

件
、

重
要

文
化

財
美

術
工

芸
品

防
災

施
設

事
業

1
件

、
県

指
定

文
化

財
保

存
修

理
事

業
2
件

、
市

指
定

文
化

財
保

存
修

理
事

業
1
件

の
計

5
件

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

文
化

財
の

保
存

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

都
市

文
化

（
景

観
）

2
0

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
事

業
文

化
観

光
課

文
化

財
保

護
法

に
基

づ
き

、
市

内
に

お
け

る
発

掘
調

査
を

実
施

す
る

。
①

遅
延

な
く

実
施

②
報

告
書

2
冊

刊
行

発
掘

調
査

及
び

、
報

告
書

の
刊

行
。

普
及

啓
発

活
動

。

本
調

査
1
3
件

を
含

む
発

掘
調

査
7
3
件

を
実

施
。

過
年

度
の

調
査

を
整

理
し

た
発

掘
調

査
報

告
書

を
2
冊

刊
行

し
た

。

都
市

文
化

2
1

市
史

編
纂

事
業

文
化

観
光

課

市
史

編
纂

に
必

要
な

古
文

書
等

の
調

査
・

整
理

し
た

成
果

を
も

と
に

、
市

史
を

刊
行

し
、

普
及

啓
発

を
行

う
。

第
7
巻

刊
行

記
念

講
演

会
の

開
催

関
連

講
座

の
開

催

『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
第

7
巻

刊
行

記
念

講
演

会
の

開
催

及
び

、
講

座
対

応
を

行
っ

た
。

『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
第

７
巻

の
刊

行
お

よ
び

記
念

講
演

会
の

開
催

に
よ

り
、

関
連

し
た

内
容

（
既

刊
分

も
含

む
）

の
講

座
依

頼
が

1
6
件

あ
り

、
市

民
の

歴
史

認
識

の
基

礎
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

都
市

文
化

市
民

文
化

④
市

民
と

行
政

相
互

の
協

働
に

よ
る

文
化

財
の

保
存

活
用

の
推

進

2
2

旧
伊

庭
家

住
宅

施
設

維
持

管
理

事
業

文
化

観
光

課
市

指
定

文
化

財
旧

伊
庭

家
住

宅
の

保
存

活
用

。
①

年
間

入
館

者
数

①
前

年
度

と
同

数
（

1
,
6
1
1

人
）

以
上

①
1
,
4
7
6
人

／
年

維
持

管
理

・
活

用

対
前

年
度

比
で

9
1
.
6
%
で

△
8
.
4
%

の
減

で
あ

っ
た

か
が

､
観

光
入

込
者

数
の

減
（

9
2
.
3
%
）

を
考

慮
す

れ
ば

、
ほ

ぼ
達

成
で

き
て

い
る

。

都
市

文
化

⑤
体

験
学

習
等

の
文

化
財

を
学

び
親

し
む

機
会

の
充

実
再

伝
統

技
術

伝
承

講
座

文
化

観
光

課
№

１
３

参
照

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分

③
埋

蔵
文

化
財

の
保

護
・

保
存

と
活

用

①
必

要
な

調
査

に
つ

い
て

遅
延

な
く

実
施

す
る

。
②

過
年

度
に

実
施

し
た

調
査

の
報

告
書

を
刊

行
す

る
。

開
発

に
よ

り
調

査
が

必
要

な
も

の
に

つ
い

て
は

適
時

実
施

し
、

1
年

に
1
回

以
上

は
成

果
を

公
表

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

平
成

2
8
年

度
に

完
成

し
た

『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
第

7
巻

の
刊

行
と

、
既

刊
6
巻

分
を

含
め

た
近

江
八

幡
の

歴
史

に
関

す
る

普
及

啓
発

。

『
近

江
八

幡
の

歴
史

』
の

刊
行

は
９

巻
ま

で
。

①
2
,
0
0
0
人

／
年

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

№
２

参
照

破
損

等
に

よ
り

修
理

の
必

要
な

文
化

財
の

保
存

修
理

事
業

に
対

し
て

、
必

要
に

応
じ

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
文

化
財

の
保

存
を

推
進

す
る

。

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課
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Ⅲ
　

文
化

交
流

と
地

域
産

業
の

振
興

１
．

文
化

交
流

の
促

進

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

2
3

国
際

交
流

事
業

ま
ち

づ
く

り
支

援
課

海
外

友
好

都
市

と
の

親
善

交
流

促
進

と
こ

れ
ら

の
国

際
交

流
事

業
を

公
益

財
団

法
人

近
江

八
幡

市
国

際
協

会
と

の
協

働
に

よ
り

実
施

・
充

実
を

図
る

。

・
国

際
交

流
を

深
め

る
た

め
の

講
座

等
の

開
催

・
姉

妹
都

市
等

か
ら

の
使

節
団

の
受

入
対

応
、

親
善

使
節

団
の

派
遣

の
支

援
・

補
助

・
市

内
在

住
の

外
国

籍
住

民
と

の
交

流
を

深
め

る
交

流
会

の
開

催

（
公

財
）

市
国

際
協

会
へ

の
事

業
委

託
と

事
業

協
力

を
行

う
。

・
講

座
等

を
年

3
回

以
上

実
施

す
る

。
・

事
業

へ
の

新
規

の
参

加
者

を
増

や
す

（
参

加
者

全
体

の
2

割
）

。

①
市

民
国

際
交

流
の

つ
ど
い

2
0
1
7
わ

い
わ

い
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

(
1
1
月

2
6
日

、
参

加
者

約
5
0
0

名
）

②
国

際
料

理
教

室
：

姉
妹
都

市
の

料
理

教
室

（
イ

タ
リ

ア
編

：
6
月

2
3

名
・

1
月

2
4
名

）

③
使

節
団

受
入

対
応

（
グ
ラ

ン
ド

ラ
ピ

ッ
ズ

市
よ

り
３
名

来
幡

）
、

市
長

表
敬

訪
問

④
姉

妹
都

市
グ

ラ
ン

ド
ラ

ピ
ッ

ズ
市

、
兄

弟
都

市
レ
ブ

ン
ワ

ー
ス

市
　

国
際

交
流
の

旅
（

1
0
/
9
～

1
6
）

・
（

公
財

）
近

江
八

幡
市

国
際

協
会

へ
の

事
業

委
託

に
よ

り
、

同
協

会
に

よ
る

国
際

交
流

事
業

（
外

国
文

化
学

習
会

、
外

国
料

理
教

室
等

）
、

多
文

化
共

生
推

進
事

業
（

多
文

化
ま

る
ご

と
講

座
）

を
実

施
。

・
米

国
姉

妹
都

市
へ

の
訪

問
を

実
施

。

市
民

国
際

交
流

の
つ

ど
い

（
わ

い
わ

い
フ

ェ
ス

タ
）

や
国

際
理

解
講

座
(
国

際
料

理
教

室
）

を
開

催
し

、
市

民
の

国
際

理
解

の
促

進
が

で
き

た
。

・
国

際
交

流
を

深
め

る
た

め
の

講
座

等
の

開
催

・
姉

妹
都

市
等

か
ら

の
使

節
団

の
受

入
対

応
、

親
善

使
節

団
の

派
遣

の
支

援
・

補
助

・
市

内
在

住
の

外
国

籍
住

民
と

の
交

流
を

深
め

る
交

流
会

の
開

催

（
公

財
）

市
国

際
協

会
へ

の
事

業
委

託
と

事
業

協
力

を
行

う
。

・
講

座
等

を
年

3
回

以
上

実
施

す
る

。
・

事
業

へ
の

新
規

の
参

加
者

を
増

や
す

（
参

加
者

全
体

の
2
割

）
。

市
民

文
化

都
市

文
化

2
4

朝
鮮

通
信

使
関

連
推

進
事

業
文

化
観

光
課

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
朝

鮮
通

信
使

縁
地

連
絡

協
議

会
（

縁
地

連
）

に
加

入
し

協
議

会
活

動
の

支
援

と
事

業
協

力
（

通
信

使
の

意
義

の
啓

発
や

日
韓

友
好

親
善

の
支

援
等

）
及

び
ユ

ネ
ス

コ
世

界
の

記
憶

（
世

界
記

憶
遺

産
）

登
録

を
契

機
と

し
た

事
業

の
実

施
。

縁
地

連
イ

ベ
ン

ト
や

縁
地

連
会

員
自

治
体

事
業

、
総

会
等

会
議

の
活

動
に

参
加

す
る

と
と

も
に

支
援

し
た

。
ユ

ネ
ス

コ
世

界
の

記
憶

登
録

を
記

念
し

た
パ

ネ
ル

展
を

実
施

し
、

登
録

と
通

信
使

の
意

義
に

つ
い

て
周

知
・

啓
発

を
行

っ
た

。

朝
鮮

通
信

使
の

歴
史

的
意

義
を

現
代

に
普

及
啓

発
す

る
と

と
も

に
、

当
時

の
文

化
や

通
信

使
の

記
録

を
後

世
に

伝
え

よ
う

と
、

縁
地

連
活

動
と

し
て

取
り

組
み

、
本

市
も

全
面

的
に

支
援

し
た

ユ
ネ

ス
コ

世
界

の
記

憶
（

世
界

記
憶

遺
産

）
に

平
成

2
9
年

1
0
月

に
登

録
さ

れ
た

。

縁
地

連
活

動
と

し
て

５
年

間
取

り
組

み
、

本
市

が
全

面
的

に
支

援
し

た
ユ

ネ
ス

コ
世

界
の

記
憶

の
登

録
が

達
成

さ
れ

、
朝

鮮
通

信
使

の
歴

史
的

意
義

を
広

く
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
地

域
資

源
を

活
用

し
た

今
後

の
取

り
組

み
に

た
い

へ
ん

有
効

で
あ

る
。

都
市

文
化

②
夫

婦
都

市
で

あ
る

富
士

宮
市

等
と

の
文

化
交

流
の

促
進

2
5

広
域

観
光

お
よ

び
友

好
都

市
交

流
事

業
（

富
士

宮
市

親
善

訪
問

）

文
化

観
光

課

市
民

団
体

へ
の

交
流

事
業

委
託

に
よ

り
、

夫
婦

都
市

と
の

親
善

交
流

を
行

う
。

一
般

参
加

者
３

０
名

「
富

士
と

琵
琶

湖
を

結
ぶ

会
」

へ
夫

婦
都

市
交

流
事

業
を

委
託

し
、

同
会

が
継

続
し

て
実

施
（

第
６

１
回

）
す

る
、

富
士

宮
市

親
善

訪
問

「
富

士
登

山
」

事
業

に
よ

る
本

市
市

民
の

同
市

訪
問

と
同

市
市

民
や

関
係

者
ら

と
の

交
流

事
業

を
実

施
し

た
。

夫
婦

都
市

提
携

の
き

っ
か

け
と

な
っ

た
市

民
団

体
へ

の
交

流
事

業
の

委
託

は
、

単
な

る
友

好
親

善
だ

け
で

な
く

、
多

分
野

に
亘

る
都

市
間

交
流

の
歴

史
と

培
っ

て
き

た
両

市
の

絆
の

深
さ

を
本

市
市

民
ら

へ
伝

え
る

意
味

を
も

つ
が

、
市

民
団

体
事

業
と

し
て

自
主

的
な

実
施

を
求

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

市
民

文
化

都
市

文
化

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

①
海

外
の

友
好

都
市

と
の

文
化

交
流

の
促

進

縁
地

連
活

動
の

支
援

及
び

本
市

市
民

へ
の

縁
地

連
活

動
と

通
信

使
に

つ
い

て
普

及
啓

発
を

行
う

。

縁
地

連
活

動
の

支
援

及
び

本
市

市
民

へ
の

縁
地

連
活

動
と

通
信

使
に

つ
い

て
普

及
啓

発
を

行
う

。

富
士

宮
市

親
善

訪
問

「
富

士
登

山
」

事
業

の
参

加
者

数
（

一
般

参
加

者
定

員
３

０
名

）

市
民

団
体

と
し

て
、

市
民

の
自

主
的

な
運

営
に

よ
る

継
続

的
な

交
流

事
業

の
実

施
。

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要



30 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

②
夫

婦
都

市
で

あ
る

富
士

宮
市

等
と

の
文

化
交

流
の

促
進

2
6

夫
婦

都
市

児
童

相
互

交
流

事
業

学
校

教
育

課

夫
婦

都
市

提
携

を
結

ん
で

い
る

両
市

の
小

学
生

が
、

２
泊

３
日

の
生

活
を

通
し

て
お

互
い

の
友

情
を

深
め

、
健

康
な

心
と

体
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

両
市

間
の

友
好

を
深

め
る

。

①
参

加
人

数
①

市
立

1
2
小

学
校

よ
り

3
6
人

①
市

立
1
2
小

学
校

よ
り

3
6
人

の
児

童
が

参
加

Ｈ
２

９
年

度
は

、
富

士
宮

市
で

の
開

催
と

な
り

、
富

士
山

学
習

や
富

士
登

山
、

両
市

の
伝

統
文

化
（

宮
踊

り
・

江
州

音
頭

）
の

交
流

を
行

っ
た

。

児
童

交
歓

会
で

実
際

に
交

流
す

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
が

住
む

近
江

八
幡

市
や

富
士

宮
市

の
文

化
を

学
び

体
得

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

都
市

文
化

２
．

地
域

資
源

を
活

か
し

た
産

業
や

観
光

の
振

興

①
近

江
八

幡
版

Ｄ
Ｍ

Ｏ
の

推
進

2
7

広
域

観
光

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
文

化
観

光
課

地
域

経
営

の
視

点
に

よ
る

観
光

ま
ち

づ
く

り
を

行
う

。

３
業

務
を

全
て

実
施

し
た

。

①
②

を
合

わ
せ

た
「

近
江

八
幡

市
観

光
Ｐ

Ｒ
動

画
作

成
配

信
・

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
試

行
業

務
」

、
③

と
し

て
「

近
江

八
幡

市
地

域
産

品
の

販
売

促
進

に
関

す
る

調
査

業
務

」
を

実
施

し
た

。

３
業

務
の

実
施

に
よ

り
、

本
市

の
歴

史
文

化
を

活
か

し
た

観
光

情
報

の
発

信
、

地
域

産
品

の
販

売
促

進
の

た
め

の
資

料
収

集
が

行
え

た
。

都
市

文
化

②
西

の
湖

の
環

境
を

活
か

し
た

自
然

循
環

モ
デ

ル
の

推
進

③
沖

島
と

湖
魚

文
化

（
料

理
）

を
活

用
し

た
取

り
組

み
2
8

沖
島

離
島

振
興

事
業

政
策

推
進

課

沖
島

町
離

島
振

興
推

進
協

議
会

が
自

主
的

か
つ

主
体

的
に

実
施

す
る

離
島

振
興

に
関

す
る

事
業

に
対

し
、

補
助

を
行

う
。

沖
島

と
湖

魚
料

理
の

普
及

・
Ｐ

Ｒ
の

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
実

施
回

数

2
2

○
沖

島
の

食
文

化
を

テ
ー

マ
と

し
た

フ
ォ

ト
コ

ン
テ

ス
ト

の
開

催
○

沖
島

と
湖

魚
料

理
の

Ｐ
Ｒ

の
た

め
、

ア
イ

ラ
ン

ダ
ー

（
東

京
）

へ
の

出
店

計
画

ど
お

り
実

施
で

き
た

。

湖
魚

料
理

の
普

及
・

Ｐ
Ｒ

に
取

組
む

地
域

商
社

の
設

立

1
件

市
民

文
化

都
市

文
化

④
市

の
歴

史
文

化
を

活
か

し
た

ロ
ケ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

2
9

V
R
安

土
城

事
業

文
化

観
光

課

メ
デ

ィ
ア

等
で

の
V
R
安

土
城

の
使

用
に

よ
り

安
土

城
や

関
連

史
跡

の
認

知
度

の
向

上
と

ス
ト

リ
ー

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
の

運
用

に
よ

っ
て

、
市

内
の

観
光

地
や

歴
史

的
建

造
物

等
の

P
R
を

行
う

。

①
平

成
3
0
年

度
の

メ
デ

ィ
ア

等
に

お
け

る
V
R
使

用
件

数
2
3
件

で
あ

り
前

年
と

同
数

で
あ

っ
た

。
②

ス
ト

リ
ー

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
に

関
し

て
、

凸
版

印
刷

と
契

約
を

締
結

し
、

運
用

を
開

始
し

た
。

新
ス

ポ
ッ

ト
の

追
加

に
つ

い
て

も
協

議
を

行
な

っ
た

。

メ
デ

ィ
ア

等
で

の
V
R
安

土
城

の
使

用
に

よ
り

安
土

城
や

関
連

史
跡

の
認

知
度

の
向

上
と

観
光

客
の

誘
致

を
行

い
、

ス
ト

リ
ー

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
の

運
用

に
よ

っ
て

、
観

光
客

に
当

時
の

建
造

物
の

様
子

や
風

景
を

体
験

し
て

も
ら

う
。

平
成

2
9
年

度
の

テ
レ

ビ
放

送
、

書
籍

に
よ

る
V
R
安

土
城

の
使

用
は

2
0
件

以
上

で
あ

り
、

全
国

ネ
ッ

ト
番

組
で

の
使

用
も

多
数

あ
っ

た
こ

と
か

ら
安

土
城

や
関

連
史

跡
、

近
江

八
幡

市
の

P
R
に

繋
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ス

ト
リ

ー
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

に
関

し
て

、
平

成
2
9
年

度
中

に
契

約
を

行
い

本
格

的
に

事
業

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
新

ス
ポ

ッ
ト

追
加

に
つ

い
て

も
協

議
を

行
な

い
、

平
成

3
0
年

度
の

運
用

開
始

を
目

標
と

し
た

。

都
市

文
化

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

①
３

６
人

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

Ｄ
Ｍ

Ｏ
推

進
と

し
て

地
方

創
生

推
進

交
付

金
を

活
用

し
た

①
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
配

信
動

画
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

業
務

、
②

近
江

八
幡

ブ
ル

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

モ
デ

ル
ツ

ア
ー

試
行

業
務

、
③

近
江

八
幡

地
域

産
品

販
売

計
画

策
定

業
務

を
実

施
す

る
。

平
成

３
１

年
度

の
Ｄ

Ｍ
Ｏ

法
人

の
設

立
を

達
成

す
る

と
と

も
に

、
本

市
の

観
光

理
念

「
豊

か
な

自
然

、
歴

史
文

化
遺

産
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
観

光
の

推
進

」
を

図
る

た
め

、
「

来
訪

目
的

性
を

さ
ら

に
高

め
、

滞
在

時
間

の
拡

大
と

リ
ピ

ー
ト

性
を

強
化

す
る

」
方

向
に

よ
り

、
指

標
と

な
る

「
観

光
客

の
満

足
度

・
再

来
訪

意
向

・
リ

ピ
ー

タ
ー

率
」

「
観

光
入

込
客

数
」

「
外

国
人

観
光

客
数

」
「

滞
留

時
間

・
泊

数
」

の
数

値
向

上
を

目
指

す
。

①
メ

デ
ィ

ア
等

お
け

る
V
R
安

土
城

の
使

用
件

数
の

前
年

比
増

加
。

②
ス

ト
リ

ー
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

の
運

用
開

始
と

新
ス

ポ
ッ

ト
の

追
加

。

V
R
安

土
城

や
ス

ト
リ

ー
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

に
よ

っ
て

、
観

光
客

の
増

加
を

図
る

。
ま

た
、

観
光

に
よ

っ
て

周
辺

地
域

の
活

性
化

を
目

指
し

、
住

民
に

自
ら

の
地

域
に

つ
い

て
関

心
を

も
っ

て
も

ら
い

、
持

続
的

な
ま

ち
づ

く
り

と
地

域
の

発
展

に
貢

献
す

る
。

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
具

体
的

取
組

№
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

④
市

の
歴

史
文

化
を

活
か

し
た

ロ
ケ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

3
0

ブ
ル

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

資
源

活
用

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
文

化
観

光
課

琵
琶

湖
に

面
す

る
沖

島
、

西
の

湖
な

ど
の

市
特

有
の

水
辺

環
境

を
観

光
資

源
と

し
て

活
か

す
。

２
コ

ー
ス

（
日

帰
り

）
を

造
成

・
試

行
し

た
。

モ
デ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
組

み
合

わ
せ

）
に

よ
り

、
京

阪
神

エ
リ

ア
・

中
京

エ
リ

ア
の

一
般

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
、

女
性

層
を

対
象

に
２

コ
ー

ス
（

日
帰

り
）

を
造

成
・

試
行

す
る

と
と

も
に

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

２
コ

ー
ス

を
造

成
・

試
行

し
観

光
客

を
集

め
た

が
、

既
定

の
人

気
観

光
地

を
含

ん
だ

も
の

と
な

っ
て

お
り

、
歴

史
文

化
に

育
ま

れ
た

水
辺

地
区

の
新

た
な

魅
力

を
見

出
す

ツ
ア

ー
造

成
と

情
報

発
信

が
必

要
。

都
市

文
化

Ⅳ
　

文
化

芸
術

創
造

都
市

の
創

造

1
．

多
様

な
文

化
活

動
の

推
進

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
市

民
主

導
の

文
化

芸
術

活
動

の
育

成
3
1

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

文
化

観
光

課

補
助

金
の

交
付

に
よ

り
市

内
の

文
化

団
体

が
行

う
文

化
芸

術
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

で
市

の
文

化
芸

術
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

①
市

文
化

団
体

連
合

会
に

対
し

1
,
6
5
0
千

円
の

補
助

金
を

交
付

②
公

募
に

よ
り

、
1

件
の

応
募

か
ら

1
件

の
団

体
に

2
0
万

円
を

交
付

市
民

文
化

祭
等

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
市

文
化

団
体

連
合

会
へ

の
補

助
金

交
付

や
、

事
業

の
共

催
を

行
っ

た
。

ま
た

、
市

の
文

化
芸

術
に

寄
与

す
る

活
動

に
対

し
、

公
募

で
補

助
金

交
付

を
行

っ
た

（
夏

祭
り

で
の

和
太

鼓
の

共
演

が
採

択
）

。

文
化

祭
を

は
じ

め
、

補
助

金
を

交
付

し
た

団
体

に
お

い
て

、
多

く
の

文
化

芸
術

事
業

が
実

施
さ

れ
、

市
民

に
還

元
で

き
た

。

市
民

文
化

②
地

域
間

交
流

・
世

代
間

交
流

等
に

よ
る

新
た

な
文

化
の

創
造

3
2

多
文

化
共

生
推

進
事

業
ま

ち
づ

く
り

支
援

課

外
国

人
住

民
と

と
も

に
暮

ら
し

や
す

く
豊

か
な

地
域

社
会

を
形

成
し

、
多

文
化

共
生

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

取
組

、
施

策
を

推
進

す
る

。

・
多

文
化

共
生

推
進

の
取

組
等

の
開

催 （
講

座
、

サ
ロ

ン
、

つ
ど

い
等

）
・

市
行

政
窓

口
外

国
語

通
訳

、
翻

訳
業

務

（
公

財
）

市
国

際
協

会
へ

の
事

業
委

託
と

事
業

協
力

を
行

う
。

・
講

座
等

を
年

3
回

以
上

実
施

す
る

。
・

日
本

人
住

民
の

多
文

化
理

解
・

外
国

人
住

民
の

役
割

認
識

、
地

域
社

会
参

画
意

識
醸

成
・

市
行

政
で

の
意

識
改

革
等

①
多

文
化

ま
る

ご
と

講
座

（
メ

キ
シ

コ
編

：
6
月

2
0
名

、
ベ

ト
ナ

ム
編

集
：

1
2
月

2
0
名

、
日

本
の

料
理

教
室

天
ぷ

ら
丼

：
5

月
2
0
名

）
、

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
勉

強
会

（
1
0

月
、

1
1
名

）
②

市
民

国
際

交
流

の
つ

ど
い

(
1
1
月

2
6
日

、
参

加
者

約
5
0
0
名

）
③

市
行

政
窓

口
外

国
語

通
訳

・
翻

訳
対

応

・
（

公
財

）
近

江
八

幡
市

国
際

協
会

へ
の

事
業

委
託

に
よ

り
、

同
協

会
に

よ
る

国
際

交
流

事
業

（
外

国
文

化
学

習
会

、
外

国
料

理
教

室
等

）
、

多
文

化
共

生
推

進
事

業
（

多
文

化
ま

る
ご

と
講

座
）

を
実

施
。

・
市

行
政

窓
口

で
の

外
国

語
（

英
語

・
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
）

の
通

訳
・

翻
訳

の
対

応
。

多
文

化
ま

る
ご

と
講

座
、

市
民

国
際

交
流

の
つ

ど
い

（
わ

い
わ

い
フ

ェ
ス

タ
）

の
講

座
等

を
実

施
し

、
市

民
の

多
文

化
共

生
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
外

国
語

の
通

訳
・

翻
訳

を
行

い
、

適
切

な
行

政
手

続
き

や
対

応
が

で
き

た
。

・
多

文
化

共
生

推
進

の
取

組
等

の
開

催
（

講
座

、
サ

ロ
ン

、
つ

ど
い

等
）

・
市

行
政

窓
口

外
国

語
通

訳
、

翻
訳

業
務

（
公

財
）

市
国

際
協

会
へ

の
事

業
委

託
と

事
業

協
力

を
行

う
。

・
講

座
等

を
年

3
回

以
上

実
施

す
る

。
・

日
本

人
住

民
の

多
文

化
理

解
・

外
国

人
住

民
の

役
割

認
識

、
地

域
社

会
参

画
意

識
醸

成
・

市
行

政
で

の
意

識
改

革
等

都
市

文
化

市
民

文
化

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

H
2
9
事

業
実

績

①
文

化
団

体
活

動
補

助
金

の
交

付
②

ま
ち

づ
く

り
芸

術
振

興
事

業
補

助
金

の
交

付
（

文
化

振
興

審
議

会
で

審
査

）

事
業

概
要

担
当

課

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
具

体
的

取
組

№
事

業
名

担
当

課

具
体

的
取

組
№

事
業

名

策
定

し
た

同
プ

ロ
グ

ラ
ム

モ
デ

ル
か

ら
、

実
践

的
な

モ
デ

ル
ツ

ア
ー

を
２

つ
以

上
造

成
し

試
行

す
る

。

水
辺

環
境

を
活

か
し

た
新

た
に

観
光

対
象

と
な

る
地

域
づ

く
り

と
ツ

ア
ー

造
成

・
実

施
に

よ
り

、
対

象
地

域
へ

の
観

光
入

込
客

数
を

５
％

増
と

す
る

。

H
2
9
事

業
実

績

市
民

の
自

主
的

な
文

化
芸

術
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
補

助
金

を
交

付
す

る
。

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）
事

業
概

要
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

再
茶

道
体

験
幼

児
課

3
3

市
民

文
化

祭
共

催
事

業
文

化
会

館
文

化
協

会
と

共
催

し
て

、
普

段
の

活
動

の
発

表
の

場
を

提
供

す
る

。
1
回

（
2
日

間
）

大
ホ

ー
ル

…
ス

テ
ー

ジ
発

表
小

ホ
ー

ル
・

展
示

室
…

作
品

展 事
務

所
前

…
茶

会
　

等

ほ
ぼ

全
館

を
使

用
し

て
開

催
し

、
多

く
の

市
民

の
方

々
が

来
館

さ
れ

た
。

文
化

協
会

の
様

々
な

活
動

が
紹

介
さ

れ
、

団
体

間
の

交
流

の
場

と
な

る
と

と
も

に
、

市
民

の
文

化
振

興
の

意
識

向
上

に
大

い
に

役
立

っ
た

。

市
民

文
化

3
4

各
学

区
文

化
祭

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（

ま
ち

づ
く

り
支

援
課

）

日
ご

ろ
の

サ
ー

ク
ル

活
動

の
発

表
の

場
を

提
供

し
、

学
区

民
が

文
化

活
動

の
成

果
・

発
表

を
楽

し
む

と
と

も
に

、
文

化
活

動
に

対
す

る
参

画
意

欲
を

促
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

す
べ

て
の

学
区

で
文

化
祭

・
文

化
活

動
発

表
会

が
行

わ
れ

る
こ

と
。

1
1
学

区
で

実
施

。
1
1
学

区
で

実
施

。

各
学

区
で

活
動

す
る

文
化

団
体

を
中

心
に

、
学

区
民

に
普

段
の

活
動

の
発

表
の

場
お

よ
び

、
文

化
芸

術
に

身
近

に
触

れ
る

こ
と

の
で

き
る

場
と

し
て

、
年

1
回

開
催

す
る

。

各
学

区
と

も
、

サ
ー

ク
ル

や
学

習
活

動
の

発
表

の
場

、
交

流
・

親
睦

の
場

と
し

て
盛

大
に

開
催

さ
れ

、
学

区
民

の
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

す
べ

て
の

学
区

で
文

化
祭

・
文

化
活

動
発

表
会

が
行

わ
れ

る
こ

と
。

1
1
学

区
で

実
施

。
市

民
文

化

3
5

音
楽

振
興

事
業

文
化

観
光

課
本

物
の

音
楽

に
触

れ
る

機
会

の
創

設
お

よ
び

地
域

の
歴

史
学

習
。

・
実

施
校

　
（

公
演

数
）

・
応

募
者

数
　

（
体

験
者

数
）

・
9
校

（
1
1
公

演
）

・
4
0
名

・
8
校

（
1
1
公

演
）

・
2
2
0
名

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
を

用
い

た
音

楽
の

普
及

啓
発

事
業

。
「

お
出

か
け

演
奏

会
」

「
キ

ッ
ズ

オ
ル

ガ
ン

教
室

」
「

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
探

検
隊

」

当
市

な
ら

で
は

の
特

徴
を

打
ち

出
し

た
音

楽
振

興
を

図
れ

た
。

体
験

者
数

を
増

や
す

こ
と

が
出

来
た

。

・
1
2
校

（
1
4
公

演
）

・
1
0
0
名

継
続

実
施

。
少

子
化

の
社

会
背

景
も

考
慮

し
な

が
ら

、
市

内
児

童
の

体
験

者
数

割
合

を
増

や
す

。
市

外
へ

P
R
事

業
と

し
て

の
強

化
を

図
る

。

市
民

文
化

（
音

楽
）

都
市

文
化

3
6

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
図

書
館

赤
ち

ゃ
ん

の
健

や
か

な
成

長
を

応
援

し
、

家
庭

で
読

書
を

楽
し

む
き

っ
か

け
づ

く
り

と
す

る
。

①
実

施
回

数
②

赤
ち

ゃ
ん

絵
本

の
貸

出
冊

数
③

4
ヶ

月
健

診
児

登
録

率

①
実

施
回

数
②

赤
ち

ゃ
ん

絵
本

の
貸

出
冊

数
③

4
ヶ

月
健

診
児

登
録

率
の

増
加

①
月

2
回

実
施

②
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

冊
数

3
2
,
4
0
9
冊

③
4
ヶ

月
健

診
児

登
録

率
6
7
.
7
%

親
子

で
絵

本
を

読
む

楽
し

さ
を

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

し
て

伝
え

、
フ

ァ
ー

ス
ト

ブ
ッ

ク
を

手
渡

す
。

希
望

者
に

は
赤

ち
ゃ

ん
の

図
書

館
利

用
カ

ー
ド

を
作

成
す

る
。

市
内

の
全

４
ヶ

月
児

と
そ

の
保

護
者

6
8
8
組

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
伝

え
フ

ァ
ー

ス
ト

ブ
ッ

ク
を

手
渡

す
こ

と
が

で
き

た
。

赤
ち

ゃ
ん

絵
本

の
貸

出
は

前
年

度
比

0
.
2
%

増
加

、
健

診
児

登
録

率
1
.
6
％

減
少

し
た

。

市
民

文
化

3
7

図
書

館
運

営
事

業
（

お
は

な
し

会
）

図
書

館
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

か
ら

継
続

し
た

乳
幼

児
親

子
の

読
書

支
援

を
行

う
。

①
実

施
回

数
②

参
加

者
数

③
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

冊
数

①
実

施
回

数
②

参
加

者
数

③
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

冊
数

の
増

加

①
月

2
回

実
施

②
参

加
者

数
【

絵
本

の
時

間
】

2
5
6
人

【
お

は
な

し
メ

リ
ー

ゴ
ー

ラ
ン

ド
】

5
0
3

人 ③
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

冊
数

3
2
,
4
0
9
冊

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

や
手

遊
び

、
わ

ら
べ

う
た

等
を

親
子

で
楽

し
む

。

参
加

者
数

は
前

年
度

比
9
.
5
％

減
少

、
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

は
前

年
度

比
0
.
2
%
増

加
し

た
。

市
民

文
化

③
体

験
や

参
加

、
参

画
機

会
の

充
実

具
体

的
取

組
№

事
業

名
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

事
業

概
要

担
当

課

近
江

八
幡

市
民

文
化

祭
を

近
江

八
幡

市
文

化
団

体
連

合
会

と
共

催
す

る
。

・
絵

本
を

楽
し

む
き

っ
か

け
づ

く
り

と
し

て
継

続
し

て
実

施
す

る
。

さ
ら

に
き

め
細

や
か

な
支

援
を

目
指

す
。

・
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

増
加

・
４

ヶ
月

健
診

児
登

録
率

の
増

加 親
子

で
一

緒
に

絵
本

の
時

間
を

楽
し

め
る

よ
う

、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

・
お

は
な

し
会

参
加

者
の

増
加

・
赤

ち
ゃ

ん
絵

本
の

貸
出

増
加

共
催

事
業

を
継

続
す

る
。

H
2
9
事

業
実

績

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

№
１

５
参

照

文
化

区
分
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

3
8

図
書

館
運

営
事

業
（

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

）
図

書
館

本
の

楽
し

み
を

知
り

、
子

ど
も

た
ち

の
読

書
の

幅
を

広
げ

る
。

実
施

率
実

施
率

の
維

持
市

内
全

校
全

ク
ラ

ス
に

実
施

し
た

。

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
、

様
々

な
ジ

ャ
ン

ル
か

ら
選

ん
だ

お
す

す
め

の
本

を
紹

介
す

る
。

市
内

全
校

全
ク

ラ
ス

に
実

施
し

、
子

ど
も

の
読

書
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

文
化

3
9

図
書

館
運

営
事

業
（

図
書

館
見

学
）

図
書

館

図
書

館
の

役
割

や
利

用
の

仕
方

を
学

び
、

本
や

図
書

館
へ

の
理

解
、

関
心

を
高

め
る

。

実
施

率
実

施
率

の
維

持
市

内
全

校
の

小
学

3
年

生
全

員
の

受
け

入
れ

を
行

っ
た

。

図
書

館
の

学
習

、
お

は
な

し
会

、
貸

出
を

行
う

。

市
内

全
校

の
小

学
3
年

生
全

員
の

受
け

入
れ

を
行

い
、

子
ど

も
の

図
書

館
や

本
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

文
化

4
0

図
書

館
運

営
事

業
（

職
場

体
験

等
）

図
書

館

図
書

館
の

仕
事

を
実

際
に

体
験

し
、

働
く

こ
と

の
意

義
や

図
書

館
へ

の
理

解
を

深
め

る
。

実
施

率
実

施
率

の
維

持

市
内

全
中

学
校

で
図

書
館

で
の

職
場

体
験

を
希

望
し

た
生

徒
を

受
け

入
れ

た
。

カ
ウ

ン
タ

ー
体

験
、

本
の

修
理

、
館

報
の

作
成

等
。

市
内

全
中

学
校

で
図

書
館

で
の

職
場

体
験

を
希

望
し

た
生

徒
に

図
書

館
の

仕
事

を
実

際
に

体
験

し
て

も
ら

い
、

生
徒

が
働

く
こ

と
の

意
義

や
図

書
館

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

再
茶

道
体

験
幼

児
課

4
1

自
主

文
化

事
業

文
化

会
館

市
民

に
本

物
の

舞
台

芸
術

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
。

①
６

８
４

人
②

９
０

１
人

③
約

７
５

０
人

④
約

１
６

０
人

①
地

元
の

人
気

バ
ン

ド
「

オ
ン

タ
イ

ム
」

に
よ

る
、

聴
衆

も
一

緒
に

歌
う

参
加

型
の

コ
ン

サ
ー

ト
。

②
文

化
会

館
開

設
以

来
開

催
し

て
い

る
、

桂
米

朝
一

門
に

よ
る

恒
例

の
落

語
会

。
③

市
内

７
校

（
中

・
高

）
の

吹
奏

楽
部

に
よ

る
合

同
演

奏
会

。
④

関
西

在
住

の
音

楽
大

学
出

身
者

に
よ

る
、

親
子

（
特

に
未

就
学

児
）

を
対

象
と

し
た

演
奏

会
。

①
市

内
・

外
か

ら
多

く
の

方
々

が
来

館
。

一
緒

に
歌

う
こ

と
で

よ
り

一
体

感
の

あ
る

コ
ン

サ
ー

ト
と

な
っ

た
。

②
恒

例
化

し
た

催
し

物
で

、
毎

年
の

参
加

者
も

多
い

。
本

物
の

落
語

に
触

れ
る

こ
と

で
芸

術
鑑

賞
の

意
識

が
高

揚
し

た
。

③
出

演
者

の
家

族
を

は
じ

め
、

多
く

の
市

民
が

、
迫

力
あ

る
演

奏
を

楽
し

ん
だ

。
④

入
場

制
限

を
受

け
る

こ
と

が
多

い
未

就
学

児
が

、
普

段
聞

き
な

れ
た

メ
ロ

デ
ィ

ー
を

生
で

体
験

で
き

、
初

期
の

情
操

教
育

に
好

影
響

を
与

え
た

。

市
民

文
化

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

自
主

文
化

事
業

の
実

施
を

継
続

す
る

。

子
ど

も
が

図
書

館
の

役
割

や
利

用
の

仕
方

を
学

び
、

本
や

図
書

館
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。
・

実
施

率
の

維
持

図
書

館
の

仕
事

を
実

際
に

体
験

し
て

も
ら

い
、

生
徒

が
働

く
こ

と
の

意
義

や
図

書
館

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

・
実

施
率

の
維

持

№
１

５
参

照

事
業

名
担

当
課

③
体

験
や

参
加

、
参

画
機

会
の

充
実

④
文

化
芸

術
に

接
す

る
機

会
の

拡
充

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

①
歌

声
コ

ン
サ

ー
ト

②
落

語
会

③
７

色
の

音
楽

会
開

催
④

親
子

で
楽

し
む

コ
ン

サ
ー

ト

本
の

楽
し

み
を

知
り

、
子

ど
も

た
ち

の
読

書
の

幅
を

広
げ

ら
れ

る
よ

う
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。
・

実
施

率
の

維
持

・
小

・
中

学
校

の
団

体
貸

出
冊

数
の

増
加

具
体

的
取

組
№

事
業

概
要
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

4
2

中
央

公
民

館
講

座
生

涯
学

習
課

市
長

ロ
ー

カ
ル

マ
ニ

ュ
フ

ェ
ス

ト
（

男
女

協
働

参
画

事
業

）
で

あ
る

女
性

3
人

に
よ

る
対

談
と

目
に

障
が

い
の

あ
る

女
性

ボ
ー

カ
ル

リ
ス

ト
が

活
躍

す
る

フ
ォ

ー
ク

グ
ル

ー
プ

の
公

演
を

行
っ

た
。

子
ど

も
の

い
じ

め
に

つ
い

て
、

市
内

1
1
箇

所
の

コ
ミ

セ
ン

で
人

権
映

画
の

上
映

と
交

流
会

を
行

っ
た

。
名

画
の

上
映

を
安

土
図

書
館

で
行

っ
た

。

①
男

女
協

働
参

画
事

業
と

し
て

の
３

人
の

女
性

対
談

の
参

加
者

数
と

公
演

の
参

加
者

数 ②
人

権
映

画
の

参
加

者
数

③
安

土
名

画
座

の
上

映
会

の
参

加
者

数

①
5
0
名

＋
8
0
名

②
1
2
5
名

③
1
2
0
名

①
７

４
名

②
１

２
５

名
③

１
４

８
名

市
長

ロ
ー

カ
ル

マ
ニ

ュ
フ

ェ
ス

ト
（

男
女

共
同

参
画

）
を

見
据

え
て

、
女

性
3
人

に
よ

る
対

談
と

フ
ォ

ー
ク

グ
ル

ー
プ

の
公

演
を

開
催

し
た

が
、

両
日

と
も

に
台

風
の

影
響

で
、

参
加

者
が

少
な

か
っ

た
。

女
性

3
人

に
よ

る
対

談
は

、
女

性
の

社
会

進
出

に
は

パ
ー

ト
ナ

ー
の

協
力

が
欠

か
せ

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
人

権
映

画
で

は
、

ア
ニ

メ
や

単
行

本
と

し
て

発
表

さ
れ

た
も

の
の

一
部

を
映

画
化

し
た

も
の

だ
っ

た
こ

と
か

ら
、

内
容

に
つ

い
て

詳
細

に
知

っ
て

お
ら

れ
る

方
も

い
た

。
交

流
会

も
活

発
な

意
見

交
換

の
場

と
な

っ
た

。
安

土
図

書
館

で
の

名
画

の
上

映
は

、
上

質
な

余
暇

の
時

間
を

味
わ

っ
て

い
た

だ
け

た
。

好
評

で
あ

り
参

加
者

も
多

か
っ

た
。

男
女

共
同

参
画

事
業

と
し

て
行

っ
た

対
談

と
公

演
は

台
風

の
影

響
で

参
加

者
が

少
な

か
っ

た
が

、
内

容
が

優
れ

、
多

く
の

示
唆

も
あ

っ
た

。
い

じ
め

を
扱

っ
た

映
画

は
、

内
容

が
優

れ
て

お
り

、
い

じ
め

問
題

に
取

り
組

む
良

い
き

っ
か

け
作

り
に

な
っ

た
。

市
民

文
化

4
3

市
民

大
学

講
座

生
涯

学
習

課

大
学

教
授

級
の

方
々

を
6
名

招
聘

し
、

6
講

座
を

開
設

し
て

行
っ

た
。

お
お

む
ね

1
時

間
程

度
の

講
義

と
質

疑
応

答
を

行
っ

た
。

講
座

の
開

催
数

講
座

の
参

加
者

6
回

1
8
0
人

年
間

6
回

参
加

者
２

０
４

名

睡
眠

学
習

・
歴

史
地

理
・

農
業

・
発

達
障

が
い

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

・
書

道
と

多
彩

な
メ

ニ
ュ

ー
を

組
ん

で
講

座
を

開
設

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

滋
賀

大
学

教
育

学
部

の
先

生
方

を
招

請
し

た
。

多
彩

な
講

師
陣

で
あ

り
、

参
加

者
か

ら
も

わ
か

り
や

す
い

な
ど

の
ご

感
想

を
頂

い
た

。

市
民

文
化

4
4

や
よ

い
コ

ン
サ

ー
ト

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

経
営

企
画

課

病
め

る
人

々
に

希
望

と
勇

気
を

与
え

、
心

に
響

く
音

楽
を

奏
で

る
。

毎
月

、
コ

ン
サ

ー
ト

を
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

音
楽

療
法

空
間

の
演

出
演

奏
家

、
聴

衆
双

方
か

ら
コ

ン
サ

ー
ト

に
対

し
て

高
評

価
を

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

（
音

楽
）

4
5

絵
画

展
示

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

総
務

課

患
者

や
患

者
家

族
な

ど
、

来
院

さ
れ

る
方

々
に

絵
画

鑑
賞

に
よ

っ
て

癒
し

の
空

間
を

創
造

す
る

。

常
に

空
間

美
化

に
つ

と
め

、
稼

働
率

1
0
0
％

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

八
美

会
の

協
力

に
よ

り
院

内
に

絵
画

を
展

示
す

る

絵
画

を
置

く
こ

と
に

よ
り

、
院

内
を

癒
し

の
空

間
と

し
て

創
造

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

（
美

術
）

4
6

左
義

長
ま

つ
り

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
文

化
観

光
課

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
を

通
じ

て
左

義
長

ま
つ

り
を

多
く

の
方

に
知

っ
て

も
ら

う
。

応
募

者
数

1
5
0
名

1
9
1
名

写
真

を
募

集
し

審
査

会
に

て
審

査
し

、
表

彰
す

る
。

応
募

作
品

・
応

募
者

と
も

に
増

加
し

て
お

り
、

入
賞

作
品

を
展

示
し

た
作

品
展

に
も

多
く

の
観

覧
者

が
訪

れ
て

い
る

。

過
去

3
年

間
で

申
込

み
実

績
の

無
い

新
規

応
募

者
数

1
0
人

/
年

市
民

文
化

（
美

術
）

都
市

文
化

④
文

化
芸

術
に

接
す

る
機

会
の

拡
充

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

H
2
9
事

業
実

績

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

芸
術

団
体

に
空

間
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

常
に

美
化

に
努

め
、

稼
働

率
1
0
0
％

を
目

指
す

。

事
業

概
要

人
権

映
画

１
１

回
名

画
3
回

以
上

開
催

講
座

６
回

参
加

者
数

４
８

０
人

市
内

外
か

ら
演

奏
家

を
募

り
、

毎
月

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

す
る

。

毎
月

の
コ

ン
サ

ー
ト

を
継

続
し

、
来

院
さ

れ
た

人
に

と
っ

て
居

心
地

の
良

い
空

間
を

提
供

す
る

。

稼
働

率
1
0
0
％

を
継

続
し

、
来

院
さ

れ
た

人
に

と
っ

て
居

心
地

の
良

い
空

間
を

提
供

す
る

。

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

4
7

図
書

館
運

営
事

業
（

講
座

、
コ

ン
サ

ー
ト

の
開

催
）

図
書

館

地
域

の
宝

を
堀

り
起

こ
し

、
未

来
へ

繋
げ

て
い

く
。

親
子

で
物

づ
く

り
の

楽
し

さ
を

深
め

る
。

・
新

規
図

書
館

利
用

登
録

者
・

新
規

登
録

者
増

加

・
2
,
7
5
5
人

が
事

業
に

参
加

し
た

・
新

規
登

録
者

が
昨

年
度

よ
り

5
8
名

増
加

し
た

。

市
民

と
協

働
で

、
絵

本
原

画
展

お
よ

び
絵

本
作

家
に

よ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

近
江

八
幡

の
文

化
と

歴
史

を
伝

え
る

展
示

お
よ

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
講

演
会

、
コ

ン
サ

ー
ト

等
を

実
施

。

事
業

を
通

じ
て

次
世

代
を

担
う

子
ど

も
た

ち
が

図
書

館
の

歴
史

や
近

江
商

人
の

精
神

を
知

り
、

ふ
る

さ
と

を
大

切
に

思
い

な
が

ら
豊

か
な

心
で

成
長

で
き

る
き

っ
か

け
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

都
市

文
化

再

関
連

施
設

に
お

け
る

自
主

事
業

（
安

土
文

芸
の

郷
指

定
管

理
事

業
）

文
化

観
光

課
（

指
定

管
理

）

4
8

関
連

施
設

に
お

け
る

自
主

事
業

（
匠

の
里

、
旧

伊
庭

家
住

宅
）

文
化

観
光

課

近
江

八
幡

市
指

定
文

化
財

で
あ

る
旧

伊
庭

家
住

宅
の

保
護

及
び

管
理

運
営

を
適

切
に

行
い

、
市

民
の

文
化

的
向

上
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

任
意

団
体

で
あ

る
オ

レ
ガ

ノ
に

よ
り

一
般

公
開

お
よ

び
伊

庭
家

住
宅

啓
発

の
た

め
の

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
。

（
旧

伊
庭

家
住

宅
）

①
入

館
者

数
②

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
回

数

（
旧

伊
庭

家
住

宅
）

①
1
,
6
0
0
人

②
４

回

（
旧

伊
庭

家
住

宅
）

①
1
,
4
7
6
人

②
6
回

（
匠

の
里

）
匠

の
里

に
お

い
て

陶
芸

教
室

、
模

写
教

室
、

石
工

教
室

の
実

施
。

（
№

１
３

参
照

）
（

旧
伊

庭
家

住
宅

）
イ

ベ
ン

ト
に

あ
っ

て
は

、
お

花
見

会
（

筝
、

胡
弓

演
奏

）
、

観
月

会
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

、
お

雛
祭

り
等

（
旧

伊
庭

家
住

宅
）

観
光

入
込

客
数

の
減

少
に

比
例

す
る

か
た

ち
で

、
旧

伊
庭

家
住

宅
の

入
館

者
も

減
少

傾
向

に
あ

る
。

都
市

文
化

市
民

文
化

4
9

関
連

施
設

に
お

け
る

自
主

事
業

（
資

料
館

、
旧

西
川

家
住

宅
、

か
わ

ら
ﾐ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｱ

ﾑ
、

特
別

史
跡

安
土

城
跡

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
）

文
化

観
光

課

（
資

料
館

）
郷

土
文

化
の

向
上

な
ら

び
に

教
育

お
よ

び
学

術
の

発
展

に
資

す
た

め
に

、
資

料
の

収
集

、
展

示
お

よ
び

貸
館

等
を

行
う

。
（

旧
西

川
家

住
宅

）
保

存
、

公
開

す
る

こ
と

に
よ

り
市

民
文

化
の

向
上

に
資

す
る

た
め

に
展

示
を

行
う

。
（

か
わ

ら
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
）

教
育

、
文

化
、

観
光

等
の

振
興

を
図

る
た

め
に

、
資

料
の

収
集

、
展

示
お

よ
び

貸
館

等
を

行
う

。
（

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
）

文
化

の
向

上
お

よ
び

観
光

客
等

の
利

便
性

の
確

保
。

（
資

料
館

、
旧

西
川

家
住

宅
、

か
わ

ら
ﾐ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｱ
ﾑ
）

①
自

主
事

業
の

実
施

回
数

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

）
②

入
館

者
数

① （
資

料
館

）
３

回 （
旧

西
川

家
住

宅
）

５
回

（
か

わ
ら

ﾐ
ｭ
ｰ

ｼ
ﾞ
ｱ
ﾑ
）

５
回

②
2
0
,
0
0
0
人

／
年

① （
資

料
館

）
１

回
（

旧
西

川
家

住
宅

）
２

回
（

か
わ

ら
ﾐ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｱ

ﾑ
）

１
２

回

②
1
6
,
7
1
3
人

／
年

（
資

料
館

）
・

八
幡

堀
ま

つ
り

に
お

け
る

屋
台

（
み

た
ら

し
団

子
）

開
設 （

旧
西

川
家

住
宅

）
・

八
幡

堀
ま

つ
り

に
お

け
る

大
正

琴
、

津
軽

三
味

線
、

オ
カ

リ
ナ

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

（
か

わ
ら

ﾐ
ｭ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｱ
ﾑ
）

・
戦

国
武

将
の

甲
冑

と
兜

面
展

1
回

他
企

画
展

を
９

回
、

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

ィ
ー

ク
中

、
八

幡
堀

ま
つ

り
に

お
け

る
ラ

イ
ブ

や
コ

ン
サ

ー
ト

の
開

催
２

回
・

体
験

工
房

（
常

設
の

瓦
粘

土
細

工
教

室
）

体
験

者
1
,
1
3
8
名

平
成

２
９

年
７

月
～

平
成

３
０

年
６

月
の

間
、

郷
土

資
料

館
の

改
装

に
伴

い
休

館
し

た
た

め
、

企
画

展
等

の
自

主
事

業
を

行
な

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
か

わ
ら

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

に
あ

っ
て

は
、

企
画

展
等

の
自

主
事

業
が

達
成

目
標

以
上

に
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ガ
イ

ダ
ン

ス
施

設
に

あ
っ

て
は

、
目

標
人

数
を

下
回

っ
た

が
、

目
標

の
8
3
.
6
％

達
成

で
き

た
。

① （
資

料
館

）
５

回 （
旧

西
川

家
住

宅
）

５
回

（
か

わ
ら

ﾐ
ｭ
ｰ

ｼ
ﾞ
ｱ
ﾑ
）

５
回

②
2
0
,
0
0
0
人

／
年

各
種

の
自

主
事

業
が

活
発

に
開

催
さ

れ
、

郷
土

文
化

、
市

民
文

化
の

向
上

が
図

れ
て

い
る

。

都
市

文
化

市
民

文
化

④
文

化
芸

術
に

接
す

る
機

会
の

拡
充

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

近
江

八
幡

の
文

化
や

歴
史

を
市

民
お

よ
び

子
ど

も
た

ち
に

伝
え

、
近

江
八

幡
の

文
化

の
発

展
に

つ
な

げ
て

い
く

。

（
旧

伊
庭

家
住

宅
）

）
①

1
,
6
0
0
人

②
4
回

№
９

参
照
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

5
0

関
連

施
設

に
お

け
る

自
主

事
業

（
安

土
城

郭
資

料
館

、
白

雲
館

）

文
化

観
光

課
地

域
特

産
品

・
喫

茶
等

の
販

売
事

業
、

Ｐ
Ｒ

事
業

。

①
販

売
金

額
（

２
施

設
合

計
）

②
Ｐ

Ｒ
事

業
（

信
長

隊
安

土
衆

出
陣

）

①
6
,
0
0
0
千

円

②
8
回

①
6
,
7
8
3
千

円

②
8
回

地
域

特
産

品
の

展
示

即
売

に
留

ま
ら

ず
、

そ
の

歴
史

や
美

味
し

さ
を

伝
え

、
知

名
度

向
上

と
販

路
拡

大
に

繋
げ

た
。

信
長

隊
安

土
衆

と
し

て
武

将
隊

に
よ

る
お

も
て

な
し

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

た
。

販
売

金
額

。
Ｐ

Ｒ
事

業
に

つ
い

て
は

計
画

通
り

実
施

し
た

が
、

両
施

設
と

も
前

年
度

比
で

来
館

者
は

減
少

し
て

い
る

。

①
販

売
金

額
（

２
施

設
合

計
）

②
Ｐ

Ｒ
事

業
（

信
長

隊
安

土
衆

出
陣

）

①
7
,
0
0
0
千

円

②
1
0
回

都
市

文
化

市
民

文
化

5
1

市
美

術
展

覧
会

文
化

観
光

課

市
民

の
芸

術
へ

の
関

心
を

高
め

、
明

る
く

楽
し

い
文

化
生

活
を

実
現

す
る

こ
と

及
び

地
域

の
芸

術
文

化
の

向
上

の
た

め
、

美
術

展
覧

会
を

開
催

す
る

。

①
出

品
数

②
来

場
者

数

①
3
0
0
点

②
1
,
0
5
0
人

①
3
0
9
点

②
1
,
1
2
6
人

年
3
回

9
人

の
美

術
家

を
委

員
と

し
た

委
員

会
を

開
催

し
、

1
2
月

に
5
日

間
の

日
程

で
美

術
展

覧
会

を
開

催
し

た
。

平
面

、
立

体
、

工
芸

、
書

、
写

真
の

5
部

門
よ

り
作

品
を

募
集

し
、

入
選

作
品

を
展

示
。

ま
た

、
審

査
員

の
審

査
に

よ
り

優
秀

作
品

を
決

定
し

表
彰

し
た

。

出
品

者
に

は
日

頃
の

活
動

の
成

果
を

示
す

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

広
く

市
民

に
鑑

賞
の

機
会

を
つ

く
り

、
地

域
の

芸
術

文
化

の
向

上
に

寄
与

し
た

。

①
出

品
数

②
来

場
者

数

③
来

場
者

の
満

足
度

①
3
0
0
点

②
1
5
歳

以
上

人
口

の
2
％

③
来

場
者

ア
ン

ケ
ー

ト
満

足
度

「
大

変
よ

か
っ

た
」

「
よ

か
っ

た
」

が
8
0
％

以
上

市
民

文
化

（
美

術
）

5
2

人
権

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
人

権
・

市
民

生
活

課

人
権

問
題

解
決

に
向

け
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
相

互
理

解
に

向
け

た
文

化
交

流
を

進
め

る
こ

と
で

、
人

権
意

識
の

向
上

を
図

る
。

①
参

加
者

数
②

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お
い

て
９

割
以

上
の

参
加

者
が

満
足

で
き

る
内

容
の

企
画

①
３

０
０

名
②

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
者

の
９

割
以

上
が

満
足

で
あ

る
と

の
回

答

①
約

２
２

０
名

②
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

９
割

以
上

が
満

足
で

あ
る

と
回

答
し

た

人
権

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

開
催

内
容

に
つ

い
て

は
、

一
人

語
り

や
歌

や
ト

ー
ク

を
交

え
て

変
化

を
つ

け
る

こ
と

で
、

飽
き

る
こ

と
な

く
よ

り
深

い
理

解
が

得
ら

れ
た

が
、

参
加

者
の

増
加

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

市
民

文
化

5
3

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

市
民

講
座

人
権

・
市

民
生

活
課

毎
年

テ
ー

マ
を

１
つ

決
め

、
様

々
な

人
権

問
題

に
つ

い
て

、
講

演
会

を
企

画
し

、
開

催
す

る
。

①
参

加
者

数
②

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お
い

て
９

割
以

上
の

参
加

者
が

満
足

で
き

る
内

容
の

企
画

①
１

５
０

名
②

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
者

の
９

割
以

上
が

満
足

で
あ

る
と

の
回

答

①
約

１
０

１
名

②
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

９
割

以
上

が
満

足
で

あ
る

と
回

答
し

た

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

市
民

講
座

の
開

催

「
部

落
差

別
解

消
推

進
法

」
が

施
行

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

部
落

差
別

を
題

材
と

し
て

講
演

会
を

実
施

し
た

。
参

加
者

は
思

う
よ

う
に

伸
び

な
か

っ
た

が
、

参
加

者
の

多
く

が
満

足
を

得
ら

れ
た

。

市
民

文
化

④
文

化
芸

術
に

接
す

る
機

会
の

拡
充

⑤
誰

も
が

文
化

活
動

に
参

加
で

き
る

環
境

づ
く

り

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）
事

業
概

要

H
2
9
事

業
実

績

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

①
５

０
０

名
②

回
答

者
の

９
割

以
上

が
満

足
で

あ
る

と
の

回
答

①
２

０
０

名
②

回
答

者
の

９
割

以
上

が
満

足
で

あ
る

と
の

回
答

文
化

区
分
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

5
4

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

員
事

業
人

権
・

市
民

生
活

課

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

員
を

対
象

と
し

て
、

懇
談

会
を

開
く

た
め

の
手

順
等

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
Ｄ

Ｖ
Ｄ

や
冊

子
等

の
学

習
資

料
の

提
供

も
行

う
。

自
治

会
に

お
け

る
懇

談
会

の
開

催
率

8
5
%

8
2
%

各
自

治
会

に
お

け
る

人
権

尊
重

の
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
の

開
催

地
域

で
の

人
権

学
習

は
一

番
身

近
な

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

最
終

的
に

は
実

施
率

１
０

０
％

と
な

る
こ

と
が

目
標

と
な

る
が

、
現

状
で

は
約

８
０

％
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

市
民

文
化

再
市

民
文

化
祭

共
催

事
業

文
化

会
館

5
5

図
書

館
運

営
事

業
（

貸
館

）
図

書
館

市
民

の
心

豊
か

な
文

化
活

動
の

推
進

に
寄

与
す

る
。

①
貸

館
実

績
件

　
　

1
4
4
件

（
う

ち
料

金
発

生
1
8
件

、
6
8
,
2
1
0
円

）
②

貸
館

利
用

人
数

1
,
9
3
7
人

2
0
周

年
記

念
事

業
実

行
委

員
会

事
業

参
加

者
数

　
1
,
8
9
1
人

合
計

3
,
8
2
8
人

③
図

書
館

の
べ

利
用

者
数

　
1
0
3
,
0
1
8
人

市
民

お
よ

び
団

体
を

対
象

に
、

図
書

館
内

の
集

会
施

設
を

文
化

芸
術

団
体

や
生

涯
学

習
団

体
に

貸
し

出
す

こ
と

で
、

読
書

普
及

や
文

化
芸

術
振

興
に

寄
与

し
た

。
Ｈ

２
９

年
度

は
、

通
年

の
貸

館
以

外
に

図
書

館
２

０
周

年
記

念
実

行
委

員
会

が
２

０
周

年
事

業
と

し
て

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
近

江
商

人
の

妻
た

ち
の

着
物

展
、

講
演

会
や

コ
ン

サ
ー

ト
等

を
実

施
し

、
図

書
館

を
利

用
し

て
い

な
い

人
の

利
用

が
増

え
た

。

貸
館

を
通

し
て

、
文

化
芸

術
の

発
信

の
場

と
し

て
市

の
文

化
活

動
の

推
進

に
寄

与
で

き
た

。
市

民
文

化

5
6

障
害

者
福

祉
事

務
事

業
障

が
い

福
祉

課
障

が
い

者
の

文
化

的
活

動
を

通
じ

て
障

が
い

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

後
援

：
７

件
広

報
掲

載
：

１
２

件
Ｈ

Ｐ
掲

載
：

６
件

文
化

活
動

や
講

演
会

等
の

後
援

市
の

後
援

や
、

周
知

依
頼

の
あ

っ
た

講
演

会
等

の
周

知
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
都

市
文

化

5
7

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

（
地

域
共

生
型

サ
ー

ク
ル

づ
く

り
）

障
が

い
福

祉
課

（
市

民
共

生
セ

ン
タ

ー
）

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
団

体
や

サ
ー

ク
ル

等
の

活
動

の
場

の
提

供
。

①
講

座
実

施
数

②
講

座
参

加
者

数
①

 
1
0
0
事

業
②

 
5
0
0
人

①
 
9
8
事

業
②

 
4
7
9
人

講
座

の
開

催
の

べ
9
8
回

　
参

加
人

数
4
8
0
名

・
パ

ソ
コ

ン
教

室
1
8
回

・
パ

ソ
コ

ン
ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ
教

室
7
0
回

・
折

り
紙

教
室

3
回

・
健

康
体

操
教

室
2
回

・
囲

碁
将

棋
交

流
大

会
2
回

・
書

道
教

室
1
回

・
寄

せ
植

え
教

室
1
回

・
ｿ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾌ
ﾗ
ﾜ
ｰ
作

り
教

室
1
回

各
自

主
事

業
や

当
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
、

普
段

の
活

動
の

場
を

創
出

す
る

こ
と

が
出

来
、

市
の

文
化

芸
術

の
振

興
に

寄
与

で
き

た
。

市
民

文
化

⑤
誰

も
が

文
化

活
動

に
参

加
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

文
化

活
動

や
講

演
会

等
に

つ
い

て
は

、
市

の
後

援
を

行
う

と
と

も
に

、
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

市
民

に
広

く
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

№
３

３
参

照

1
2
0
事

業

9
5
%

図
書

館
集

会
施

設
の

有
効

活
用

に
よ

り
、

図
書

館
利

用
者

の
増

加
を

図
る

。

①
貸

館
件

数
1
8
5
件

②
の

べ
利

用
者

数
1
0
5
,
0
0
0
人

文
化

活
動

や
講

演
会

等
に

つ
い

て
は

、
市

の
後

援
を

行
う

と
と

も
に

、
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

市
民

に
広

く
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

5
8

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

（
は

つ
ら

つ
の

つ
ど

い
）

障
が

い
福

祉
課

（
市

民
共

生
セ

ン
タ

ー
）

障
が

い
を

個
性

と
し

て
捉

え
、

障
が

い
者

や
高

齢
者

な
ど

地
域

に
住

む
す

べ
て

の
市

民
が

互
い

に
人

権
を

認
め

合
い

、
共

に
生

き
、

共
に

支
え

合
う

市
民

社
会

づ
く

り
に

向
け

て
1
2
月

の
障

害
者

週
間

に
ち

な
み

つ
ど

い
を

開
催

。

①
 
実

施
数

③
 
参

加
者

数
①

 
１

回
②

 
2
0
0
人

①
 
1
回

②
 
1
8
0
人

「
共

に
生

き
、

共
に

支
え

る
」

を
テ

ー
マ

に
は

つ
ら

つ
の

つ
ど

い
を

開
催

。
ダ

ン
ス

や
手

話
詩

の
発

表
、

盲
導

犬
ユ

ー
ザ

ー
等

に
よ

る
講

演
や

、
福

祉
団

体
に

よ
る

模
擬

店
を

行
っ

た
。

ま
た

、
当

セ
ン

タ
ー

で
活

動
中

の
絵

画
や

絵
手

紙
、

書
道

等
の

作
品

展
示

や
文

化
教

室
体

験
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

一
つ

で
あ

る
ﾌ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ｸ
体

験
な

ど
を

行
っ

た
。

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
普

段
の

活
動

や
成

果
発

表
の

場
と

し
て

市
の

文
化

芸
術

の
振

興
に

寄
与

で
き

た
。

市
民

文
化

5
9

健
康

増
進

事
業

健
康

推
進

課

健
康

は
ち

ま
ん

2
1
プ

ラ
ン

（
第

2
次

）
の

策
定

に
よ

り
市

民
の

健
康

保
持

増
進

を
図

る
。

平
成

3
0
年

3
月

策
定

市
民

健
康

調
査

等
に

よ
り

近
江

八
幡

市
民

の
健

康
課

題
を

分
析

し
、

第
２

次
計

画
を

策
定

「
健

康
で

い
き

い
き

く
ら

せ
る

ま
ち

近
江

八
幡

」
を

め
ざ

す
姿

と
し

「
健

康
は

ち
ま

ん
２

１
プ

ラ
ン

第
２

次
」

を
策

定
。

市
民

文
化

⑥
顕

彰
の

実
施

6
0

子
ど

も
文

化
芸

術
賞

文
化

観
光

課

子
ど

も
た

ち
の

豊
か

な
心

と
感

性
を

育
む

文
化

芸
術

活
動

を
奨

励
す

る
。

応
募

件
数

8
件

1
0
件

文
化

芸
術

活
動

を
熱

心
に

行
っ

た
り

、
全

国
的

な
大

会
等

で
優

秀
な

成
績

を
お

さ
め

た
1
8
歳

以
下

の
個

人
や

団
体

を
表

彰
し

、
本

賞
の

受
賞

を
き

っ
か

け
と

し
て

、
さ

ら
な

る
活

躍
を

応
援

す
る

。
自

薦
・

他
薦

は
問

わ
ず

。

市
内

各
校

へ
の

周
知

か
ら

、
学

校
・

園
・

所
を

通
し

た
推

薦
を

目
標

以
上

に
得

る
こ

と
が

出
来

た
。

1
0
件

継
続

実
施

。
市

内
の

こ
ど

も
た

ち
が

、
表

彰
さ

れ
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

よ
う

な
「

賞
」

と
す

る
。

賞
の

知
名

度
・

認
知

度
を

高
め

る
。

都
市

文
化

⑦
文

化
会

館
の

積
極

的
な

利
用

再
自

主
文

化
事

業
文

化
会

館

2
．

文
化

の
情

報
の

収
集

と
発

信

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
文

化
情

報
の

収
集

・
発

信
6
1

広
報

事
業

秘
書

広
報

課
市

内
各

施
設

及
び

民
間

が
行

う
事

業
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

。

情
報

発
信

数
①

報
道

機
関

②
広

報
紙

③
S
N
S
(
F
a
c
e

b
o
o
k
）

随
時

各
分

野
を

通
し

て
適

宜
情

報
発

信
で

き
て

い
る

（
H
2
8
.
1
0
開

始
の

F
a
c
e
 
B
o
o
k
で

は
投

稿
数

約
1
3
9
回

）

市
内

各
施

設
及

び
民

間
が

行
う

事
業

に
つ

い
て

の
情

報
発

信

各
分

野
を

通
し

て
適

宜
情

報
発

信
で

き
て

い
る

。
特

に
F
a
c
e

b
o
o
k
の

開
始

に
よ

り
市

内
だ

け
で

な
く

、
市

外
県

外
の

方
に

も
情

報
発

信
が

可
能

と
な

っ
た

。

都
市

文
化

⑤
誰

も
が

文
化

活
動

に
参

加
で

き
る

環
境

づ
く

り

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

具
体

的
取

組
№

事
業

名
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

担
当

課

№
４

１
参

照

F
a
c
e
 
b
o
o
k
閲

覧
数

1
0
0
0
人

①
 
1
回

②
 
3
0
0
人

前
計

画
を

評
価

し
,
新

た
に

健
康

は
ち

ま
ん

2
1
プ

ラ
ン

（
第

2
次

）
を

策
定

平
成

３
４

年
度

ま
で

の
計

画
で

あ
る

た
め

未
設

定
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

6
2

読
書

活
動

推
進

事
業

（
館

報
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
図

書
館

一
人

で
も

多
く

の
市

民
が

図
書

館
を

利
用

し
、

活
字

文
化

を
共

有
す

る
こ

と
で

生
涯

学
習

の
普

及
へ

つ
な

が
る

。

大
人

・
児

童
向

け
の

館
報

は
毎

月
１

回
館

報
を

発
行

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
も

、
展

示
コ

ー
ナ

ー
、

館
報

を
掲

載
し

た
。

月
替

わ
り

の
コ

ー
ナ

ー
や

司
書

の
お

す
す

め
本

紹
介

チ
ラ

シ
、

図
書

館
報

を
作

成
。

図
書

館
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

は
、

上
記

の
活

動
や

図
書

館
行

事
を

掲
載

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

コ
ー

ナ
ー

展
示

紹
介

（
写

真
を

多
数

掲
載

す
る

な
ど

工
夫

）
な

ど
に

よ
り

、
利

用
ア

ッ
プ

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

文
化

6
3

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
文

化
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
文

化
観

光
課

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
の

文
化

的
価

値
へ

の
理

解
を

深
め

、
後

世
に

継
承

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

・
平

成
2
9
年

6
月

3
日

･
4
日

に
熊

本
市

に
お

い
て

講
演

会
や

見
学

会
を

開
催

。
・

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
の

随
時

更
新

。
・

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
マ

ッ
プ

の
頒

布
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
）

で
の

普
及

啓
発

。
講

演
会

・
報

告
会

の
開

催
。

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
マ

ッ
プ

の
頒

布
。

当
初

計
画

ど
お

り
実

施
さ

れ
た

都
市

文
化

6
4

マ
ナ

ビ
ィ

通
信

生
涯

学
習

課

生
涯

学
習

の
情

報
を

収
集

し
、

市
民

へ
提

供
す

る
た

め
、

市
及

び
市

関
連

施
設

の
行

事
・

講
座

・
教

室
の

予
定

一
覧

を
上

・
下

半
期

ご
と

に
分

け
て

作
成

し
、

各
コ

ミ
セ

ン
や

関
係

施
設

に
配

布
す

る
。

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
も

掲
載

す
る

。

発
行

回
数

年
２

回
発

行
２

回
発

行
市

H
P
へ

の
掲

載
関

連
施

設
へ

の
配

布

市
及

び
市

関
連

施
設

の
行

事
・

講
座

・
教

室
の

予
定

一
覧

を
上

・
下

半
期

ご
と

に
分

け
て

作
成

し
、

各
コ

ミ
セ

ン
や

関
係

施
設

に
配

布
す

る
。

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
も

掲
載

行
事

や
催

し
物

つ
い

て
掲

載
で

き
た

市
民

文
化

6
5

広
報

活
動

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（

ま
ち

づ
く

り
支

援
課

）

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
が

実
施

し
て

い
る

事
業

及
び

報
告

な
ど

を
主

に
学

区
民

を
対

象
に

周
知

に
努

め
、

地
域

活
動

の
活

性
化

を
図

る
。

す
べ

て
の

学
区

で
ま

ち
協

だ
よ

り
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

学
区

民
へ

の
情

報
提

供
・

発
信

が
行

わ
れ

る
こ

と
。

1
1
学

区
で

実
施

。
1
1
学

区
で

実
施

。

ま
ち

協
だ

よ
り

（
紙

）
に

つ
い

て
は

、
毎

月
作

成
。

そ
の

他
H
P
や

ブ
ロ

グ
作

成
に

よ
り

広
報

活
動

を
行

っ
て

い
る

。

色
々

な
手

段
を

活
用

し
な

が
ら

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

事
業

の
学

区
民

へ
の

広
報

周
知

が
出

来
て

い
る

。

す
べ

て
の

学
区

で
学

区
民

へ
の

情
報

提
供

・
発

信
が

行
わ

れ
る

こ
と

。

1
1
学

区
で

実
施

。
都

市
文

化
市

民
文

化

6
6

文
化

団
体

機
関

紙
発

行
（

文
化

団
体

活
動

支
援

事
業

）
文

化
観

光
課

補
助

金
の

交
付

に
よ

り
市

内
の

文
化

団
体

が
行

う
文

化
芸

術
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

で
市

の
文

化
芸

術
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

機
関

紙
の

発
行

年
2
回

年
2
回

（
1
回

は
安

土
地

域
で

各
戸

、
1
回

は
市

内
全

域
で

全
戸

配
布

）

市
文

化
団

体
連

合
会

へ
の

補
助

金
を

活
用

し
て

、
2
回

の
機

関
紙

を
発

行
さ

れ
た

。

例
年

ど
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
団

体
で

の
活

動
状

況
が

市
民

に
発

信
さ

れ
、

市
民

文
化

①
文

化
情

報
の

収
集

・
発

信

大
人

向
け

、
児

童
向

け
、

中
高

生
向

け
の

３
種

の
館

報
の

毎
月

の
発

行
、

及
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

公
開

。

①
館

報
の

月
１

回
発

行
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

②
毎

月
の

コ
ー

ナ
ー

の
紹

介

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
）

で
の

普
及

啓
発

。
講

演
会

・
報

告
会

の
開

催
。

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
マ

ッ
プ

の
頒

布
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
）

で
の

普
及

啓
発

。
講

演
会

・
報

告
会

の
開

催
。

ヴ
ォ

ー
リ

ズ
建

築
マ

ッ
プ

の
頒

布
。

２
回

発
行

市
H
P
へ

の
掲

載
関

連
施

設
等

へ
の

配
布

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

文
化

区
分

②
文

化
団

体
に

関
す

る
情

報
の

発
信

組
織

の
一

体
化

に
よ

り
、

連
合

会
内

の
全

団
体

の
活

動
を

市
内

全
域

に
発

信
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標



40 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

③
文

化
団

体
の

交
流

の
場

の
確

保
再

市
民

文
化

祭
共

催
事

業
文

化
会

館

再
各

学
区

文
化

祭

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（

ま
ち

づ
く

り
支

援
課

）

再
広

域
観

光
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

文
化

観
光

課

⑤
近

江
八

幡
市

出
身

文
化

人
・

芸
術

家
の

把
握

と
連

携
再

人
生

伝
承

塾
生

涯
学

習
課

6
7

読
書

活
動

推
進

事
業

(
資

料
収

集
）

図
書

館
図

書
館

資
料

の
収

集
、

読
書

環
境

の
充

実
。

①
市

民
一

人
あ

た
り

の
資

料
費

②
総

貸
出

冊
数

い
ず

れ
も

前
年

度
比

増
加

を
目

指
す

①
前

年
度

と
同

額

②
前

年
度

比
1
.
9
％

増
加

社
会

情
勢

に
即

し
た

新
し

い
情

報
・

市
民

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
応

え
ら

れ
る

資
料

提
供

が
行

え
る

よ
う

、
図

書
及

び
資

料
の

充
実

を
図

る
。

館
内

、
館

外
事

業
や

近
江

八
幡

図
書

館
２

０
周

年
記

念
事

業
を

通
し

、
市

民
と

本
と

の
出

会
い

の
場

を
提

供
し

、
読

書
活

動
の

推
進

と
読

書
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

文
化

6
8

読
書

活
動

推
進

事
業

(
雑

誌
ス

ポ
ン

サ
ー

）
図

書
館

雑
誌

ス
ポ

ン
サ

ー
に

よ
る

資
料

の
充

実
。

前
年

度
よ

り
も

ス
ポ

ン
サ

ー
雑

誌
数

を
増

や
す

。

９
冊

を
上

回
る

。
１

５
冊

（
６

７
％

増
加

）

図
書

館
資

料
の

充
実

を
図

る
た

め
、

企
業

・
団

体
・

個
人

か
ら

雑
誌

の
購

入
代

金
を

負
担

し
て

い
た

だ
く

代
わ

り
に

、
提

供
さ

れ
た

雑
誌

の
最

新
号

の
カ

バ
ー

表
紙

、
裏

表
紙

に
企

業
名

及
び

企
業

広
告

を
掲

載
し

、
広

報
宣

伝
と

し
て

活
用

い
た

だ
く

。

雑
誌

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
、

企
業

・
団

体
・

個
人

の
図

書
館

運
営

へ
の

関
心

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

都
市

文
化

Ⅴ
　

文
化

活
動

の
担

い
手

の
育

成

１
．

文
化

を
創

造
す

る
人

材
の

育
成

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
後

継
者

育
成

の
仕

組
み

づ
く

り
と

指
導

者
の

育
成

6
9

グ
ロ

ー
バ

ル
八

幡
塾

事
業

総
務

課

多
様

な
文

化
や

価
値

観
へ

の
理

解
を

深
め

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

通
じ

て
、

職
員

の
能

力
開

発
を

促
進

し
、

そ
の

成
果

を
市

政
に

反
映

さ
せ

る
。

①
職

員
の

海
外

派
遣

派
遣

者
数

②
派

遣
職

員
の

成
果

の
市

政
へ

の
反

映

①
1
名

②
派

遣
職

員
の

成
果

を
活

か
し

た
自

主
活

動
の

継
続

と
展

開

①
0
名

（
該

当
者

な
し

）
②

派
遣

職
員

が
島

小
学

校
に

お
い

て
始

業
前

の
読

書
活

動
に

月
2
回

外
国

文
化

の
紹

介
等

の
自

主
活

動
を

行
っ

た
。

職
員

の
海

外
派

遣
は

該
当

者
が

な
か

っ
た

。
派

遣
職

員
が

派
遣

の
成

果
を

活
か

し
島

小
学

校
に

お
い

て
始

業
前

の
読

書
活

動
に

月
2
回

外
国

文
化

の
紹

介
等

の
自

主
活

動
を

継
続

し
て

行
っ

た
。

事
業

の
総

括
を

行
い

、
次

年
度

以
降

の
方

向
性

に
つ

い
て

検
討

し
決

定
し

た
。

限
ら

れ
た

対
象

者
で

は
あ

っ
た

が
、

小
学

校
の

生
徒

へ
外

国
文

化
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

都
市

文
化

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

№
３

３
参

照

№
２

７
参

照

№
１

２
参

照

⑥
図

書
館

資
料

と
専

門
職

員
の

充
実

①
県
平

均
金

額

②
前
年

度
比

10
0％

以
上

ス
ポ

ン
サ

ー
雑

誌
数

を
2
0
誌

を
上

回
る

。

人
材

育
成

基
本

方
針

等
に

市
職

員
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
推

進
等

方
向

性
を

明
示

し
、

方
針

に
基

づ
く

具
体

的
な

推
進

方
法

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

意
識

と
行

動
力

を
も

つ
職

員
の

育
成

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

事
業

概
要

④
文

化
情

報
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り

№
３

４
参

照
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

7
0

い
き

い
き

職
員

育
成

事
業

総
務

課

人
材

育
成

基
本

方
針

に
よ

る
「

め
ざ

す
べ

き
職

員
像

」
を

目
指

し
た

人
材

育
成

。

①
内

部
研

修
の

実
施

（
種

別
）

回
数

及
び

参
加

者
数

②
派

遣
研

修
へ

の
参

加
研

修
数

及
び

参
加

者
数

①
実

施
回

数
9
回

　
参

加
者

数
　

延
べ

1
,
8
7
0
名

②
参

加
研

修
数

3
5
　

参
加

者
数

3
6
4
名

①
実

施
回

数
　

1
0
回

参
加

者
数

　
延

べ
1
,
4
1
6
名

②
参

加
研

修
数

　
3
5

参
加

者
数

　
3
0
9
名

各
年

度
職

員
研

修
計

画
に

よ
る

各
種

研
修

（
内

部
研

修
、

派
遣

研
修

、
人

権
研

修
）

の
実

施
、

派
遣

各
種

研
修

の
実

施
及

び
派

遣
を

通
し

て
、

め
ざ

す
べ

き
職

員
像

に
向

け
た

職
員

の
人

材
育

成
が

図
れ

た
。

特
に

政
策

形
成

研
修

に
お

い
て

は
、

限
ら

れ
た

行
政

資
源

で
よ

り
多

く
の

地
域

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

新
た

な
発

想
や

広
い

視
野

で
業

務
に

臨
む

職
員

の
育

成
を

図
っ

た
。

都
市

文
化

7
1

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
奏

者
育

成
事

業
（

安
土

文
芸

の
郷

指
定

管
理

業
務

）

文
化

観
光

課
（

指
定

管
理

）

国
内

有
数

の
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

を
活

用
し

文
化

芸
術

活
動

で
き

る
人

材
を

増
や

す
。

レ
ッ

ス
ン

（
講

座
）

実
施

回
数

2
4
回

／
年

2
4
回

／
年

文
芸

セ
ミ

ナ
リ

ヨ
の

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
を

用
い

て
オ

ル
ガ

ン
教

室
を

行
い

、
オ

ル
ガ

ン
奏

者
の

育
成

を
行

う
。

市
内

外
、

県
外

か
ら

の
受

講
生

も
受

け
入

れ
、

技
術

向
上

を
目

指
す

オ
ル

ガ
ン

教
室

を
実

施
で

き
た

。

2
4
回

／
年

継
続

実
施

市
民

文
化

（
音

楽
）

7
2

青
少

年
美

術
展

覧
会

学
校

教
育

課

市
内

園
児

・
児

童
・

生
徒

の
作

品
を

展
示

し
、

子
ど

も
の

豊
か

な
心

情
を

育
む

と
と

も
に

、
市

内
校

園
所

に
お

け
る

図
工

・
美

術
・

書
写

教
育

の
振

興
と

文
化

の
向

上
を

目
的

と
す

る
。

①
美

術
展

覧
会

の
開

催
日

数
①

３
日

間
開

催
①

青
少

年
美

術
展

覧
会

を
３

日
間

開
催

し
た

青
少

年
美

術
展

覧
会

を
３

日
間

開
催

し
、

市
内

校
園

所
の

子
ど

も
た

ち
の

図
工

・
美

術
・

書
写

の
作

品
を

展
示

す
る

。

青
少

年
美

術
展

覧
会

で
は

、
市

内
保

育
園

所
、

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

よ
り

１
３

５
８

点
の

出
品

が
あ

り
、

展
覧

会
を

通
し

て
、

子
ど

も
の

豊
か

な
心

情
を

育
み

、
芸

術
性

を
養

う
と

と
も

に
、

教
員

の
指

導
力

向
上

の
た

め
の

機
会

と
な

っ
た

。

市
民

文
化

（
美

術
）

再
音

楽
振

興
事

業
文

化
観

光
課

③
地

域
文

化
振

興
の

担
い

手
の

育
成

2
．

文
化

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

再
図

書
館

運
営

事
業

（
貸

館
）

図
書

館

再
文

化
団

体
活

動
支

援
事

業
文

化
観

光
課

よ
り

効
果

的
な

研
修

や
制

度
の

実
施

、
派

遣
等

を
通

し
て

、
人

材
育

成
基

本
方

針
に

よ
る

「
め

ざ
す

べ
き

職
員

像
」

を
目

指
し

た
人

材
育

成
、

能
力

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

事
業

概
要

②
子

ど
も

た
ち

の
文

化
創

造
体

験
の

拡
充

①
美

術
展

覧
会

を
３

日
間

開
催

す
る

。

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

№
３

５
参

照

№
５

５
参

照

№
３

１
参

照

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
具

体
的

取
組

№
事

業
名

担
当

課
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

①
後

継
者

育
成

の
仕

組
み

づ
く

り
と

指
導

者
の

育
成

①
市

民
の

企
画

・
立

案
・

運
営

に
よ

る
文

化
芸

術
の

振
興
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

再
文

化
団

体
活

動
支

援
事

業
文

化
観

光
課

再
各

学
区

文
化

祭

各
学

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
（

ま
ち

づ
く

り
支

援
課

）

再
人

生
伝

承
塾

生
涯

学
習

課

再
図

書
館

運
営

事
業

（
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
）

図
書

館

7
3

図
書

館
運

営
事

業
（

学
校

図
書

館
活

用
支

援
事

業
）

図
書

館
学

校
図

書
館

の
充

実
、

活
性

化
の

た
め

の
整

備
支

援
を

行
う

。

学
校

図
書

館
へ

の
整

備
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
校

図
書

館
が

活
性

化
さ

れ
、

本
や

読
書

に
対

す
る

先
生

や
生

徒
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

り
、

図
書

館
へ

の
本

の
要

求
に

つ
な

が
る

。

小
・

中
学

校
へ

の
団

体
貸

出

小
・

中
学

校
へ

の
団

体
貸

出
冊

数
2
,
3
3
4
冊

当
市

の
学

校
が

「
学

校
図

書
館

活
用

支
援

事
業

」
に

選
任

さ
れ

る
と

、
当

館
の

職
員

と
県

立
図

書
館

の
職

員
と

が
協

力
し

、
個

々
の

学
校

が
抱

え
る

課
題

を
診

断
し

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

プ
ラ

ン
を

提
示

、
除

籍
、

分
類

変
更

、
レ

イ
ア

ウ
ト

の
改

善
な

ど
の

環
境

整
備

を
生

徒
、

先
生

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

や
地

域
も

参
加

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
行

い
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

後
に

は
検

証
授

業
を

実
施

し
、

学
校

図
書

室
活

用
の

普
及

を
行

う
。

団
体

貸
出

を
通

じ
、

必
要

と
さ

れ
る

資
料

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
小

・
中

学
校

の
読

書
・

学
習

の
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

文
化

7
4

お
出

か
け

演
奏

会
文

化
観

光
課

本
物

の
音

楽
に

触
れ

る
機

会
の

創
設

お
よ

び
地

域
の

歴
史

学
習

。

実
施

校
　

（
公

演
数

）
9
校

（
1
1
公

演
）

8
校

（
1
1
公

演
）

学
校

に
出

向
い

て
、

歴
史

学
習

と
ポ

ル
タ

テ
ィ

ー
フ

オ
ル

ガ
ン

、
歌

、
フ

ル
ー

ト
の

ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト
を

行
う

。

当
初

予
定

通
り

の
公

演
数

で
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

、
市

内
児

童
へ

音
楽

振
興

が
図

れ
た

。

・
1
2
校

（
1
4
公

演
）

継
続

実
施

。
少

子
化

の
社

会
背

景
も

考
慮

し
な

が
ら

、
市

内
外

へ
P
R
事

業
と

し
て

の
強

化
を

図
る

。

市
民

文
化

（
音

楽
）

再
や

よ
い

コ
ン

サ
ー

ト
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
経

営
企

画
課

再
絵

画
展

示
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
総

務
課

④
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
と

の
連

携

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

№
４

５
参

照

№
３

８
参

照

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

№
４

４
参

照

小
中

学
校

へ
の

団
体

貸
出

冊
数

の
増

加
。

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

②
地

域
の

文
化

団
体

に
よ

る
文

化
活

動
の

推
進

③
学

校
教

育
に

お
け

る
文

化
活

動
の

充
実

№
３

１
参

照

№
１

２
参

照

事
業

概
要

№
３

４
参

照
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

④
医

療
機

関
、

福
祉

施
設

等
と

の
連

携
7
5

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

障
が

い
福

祉
課

（
市

民
共

生
セ

ン
タ

ー
）

高
齢

者
や

障
が

い
者

の
団

体
や

サ
ー

ク
ル

等
の

活
動

の
場

の
提

供
。

①
 
施

設
稼

働
率

②
 
年

間
利

用
者

数
③

 
自

主
事

業
実

施
数

①
 
8
2
%

②
 
3
1
,
0
0
0
人

③
 
1
0
0
事

業

①
 
8
2
％

②
 
3
0
,
2
8
3
人

③
 
9
8
事

業

講
座

の
開

催
や

、
は

つ
ら

つ
の

つ
ど

い
に

お
い

て
、

絵
画

や
書

道
等

の
作

品
展

示
。

各
自

主
事

業
や

当
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
、

普
段

の
活

動
や

成
果

発
表

の
場

と
し

て
市

の
文

化
芸

術
の

振
興

に
寄

与
で

き
た

市
民

文
化

⑤
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
に

向
け

た
取

り
組

み

Ⅵ
　

協
働

の
仕

組
み

づ
く

り

1
．

文
化

施
設

の
有

効
活

用

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

①
文

化
会

館
の

利
用

促
進

再
市

民
文

化
祭

共
催

事
業

文
化

会
館

②
行

政
の

文
化

振
興

体
制

の
明

確
化

と
連

携
体

制
の

整
備

7
6

近
江

八
幡

市
文

化
振

興
審

議
会

文
化

観
光

課

学
識

経
験

者
や

文
化

人
を

は
じ

め
、

多
彩

な
分

野
で

活
躍

し
て

い
る

方
々

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

て
い

る
審

議
会

で
、

市
の

文
化

芸
術

振
興

に
つ

い
て

論
議

を
行

う
。

開
催

回
数

2
回

2
回

市
民

参
画

を
図

る
た

め
の

公
募

委
員

2
名

を
含

む
1
0
名

の
審

議
会

委
員

に
よ

る
会

議
を

年
2
回

行
い

、
公

募
の

ま
ち

づ
く

り
芸

術
振

興
補

助
金

の
採

択
審

査
や

、
市

の
文

化
振

興
の

方
策

に
つ

い
て

議
論

し
た

。

委
員

の
間

で
本

市
の

文
化

政
策

に
関

し
活

発
な

議
論

が
行

わ
れ

た
。

都
市

文
化

③
施

設
・

設
備

の
充

実
等

7
7

図
書

館
施

設
維

持
管

理
事

業
図

書
館

利
用

者
に

と
っ

て
安

全
・

安
心

な
施

設
で

あ
る

た
め

、
施

設
・

設
備

の
適

切
な

維
持

管
理

を
目

的
と

す
る

。

・
照

明
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
工

事 ・
三

方
弁

修
繕

・
ト

イ
レ

故
障

箇
所

修
繕

・
消

防
設

備
修

繕
・

玄
関

自
動

ド
ア

修
繕 ・

冷
却

水
配

管
修

繕
・

膨
張

タ
ン

ク
修

繕

施
設

及
び

設
備

の
維

持
管

理
。

施
設

の
修

繕
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
に

快
適

な
読

書
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

都
市

文
化

№
３

３
参

照

文
化

区
分

事
業

概
要

①
 
8
4
%

②
 
3
3
,
0
0
0
人

③
 
1
2
0
事

業

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

H
2
9
事

業
実

績

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

長
期

的
な

施
設

の
利

用
の

た
め

、
適

切
な

修
繕

計
画

と
維

持
管

理
に

努
め

て
い

く
。

修
繕

の
優

先
順

位
を

定
め

、
計

画
的

に
行

っ
て

い
る

。

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

文
化

振
興

基
本

計
画

の
進

捗
管

理
を

行
い

な
が

ら
、

審
議

会
で

の
意

見
・

提
案

を
集

約
し

、
関

係
部

局
と

調
整

を
行

い
市

の
文

化
芸

術
振

興
を

図
る

。
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

7
8

市
民

共
生

セ
ン

タ
ー

維
持

管
理

事
業

障
が

い
福

祉
課

（
市

民
共

生
セ

ン
タ

ー
）

高
齢

者
や

障
が

い
者

等
の

団
体

・
サ

ー
ク

ル
が

安
心

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
施

設
・

設
備

の
維

持
管

理
を

行
う

。

・
高

圧
電

源
設

備
の

修
繕

・
照

明
設

備
修

繕
・

非
常

用
照

明
の

修
繕 ・

ト
イ

レ
故

障
箇

所
修

繕

施
設

・
設

備
の

維
持

管
理

利
用

者
が

安
心

し
て

施
設

・
設

備
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

修
繕

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

都
市

文
化

7
9

文
化

関
連

施
設

維
持

管
理

（
指

定
管

理
業

務
）

文
化

観
光

課

文
化

関
連

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

と
利

用
者

の
満

足
度

向
上

の
た

め
の

設
備

等
の

充
実

。

・
白

雲
館

の
ト

イ
レ

を
様

式
化

・
安

土
文

芸
の

郷
、

旧
西

川
家

住
宅

、
か

わ
ら

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

、
安

土
城

郭
資

料
館

、
白

雲
館

等
に

お
け

る
台

風
や

大
雪

に
寄

与
す

る
破

損
の

修
繕

施
設

ご
と

に
有

効
か

つ
安

全
に

利
用

で
き

る
よ

う
維

持
管

理
と

運
営

を
指

定
管

理
者

に
業

務
委

託
し

、
連

携
し

て
適

切
な

維
持

管
理

を
行

い
、

緊
急

修
繕

等
に

対
応

し
た

。

白
雲

館
の

ト
イ

レ
を

様
式

化
し

、
利

用
者

の
利

便
性

が
向

上
し

た
。

ま
た

、
各

施
設

で
の

緊
急

修
繕

に
対

応
し

た
。

台
風

に
よ

る
白

雲
館

と
か

わ
ら

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

の
壁

（
し

っ
く

い
）

の
剥

離
に

つ
い

て
は

、
冬

季
の

修
繕

が
不

適
当

な
こ

と
か

ら
、

次
年

度
に

対
応

す
る

こ
と

と
し

た
。

都
市

文
化

8
0

文
化

関
連

施
設

修
繕

（
市

立
資

料
館

）
文

化
観

光
課

歴
史

的
建

造
物

で
あ

る
市

立
資

料
館

を
、

観
光

の
拠

点
と

し
て

地
域

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

改
修

工
事

を
行

う
。

目
標

を
す

べ
て

達
成

し
た

。

外
観

は
当

時
の

仕
上

げ
を

活
用

し
最

低
限

の
補

修
。

屋
根

は
全

面
葺

き
替

え
。

収
蔵

施
設

の
充

実
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
、

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

・
カ

フ
ェ

ギ
ャ

ラ
リ

ー
・

イ
ベ

ン
ト

ス
ペ

ー
ス

の
増

築
、

滋
賀

県
選

択
無

形
民

俗
文

化
財

で
あ

る
左

義
長

ま
つ

り
の

資
料

を
展

示
・

収
蔵

す
る

た
め

の
ス

ペ
ー

ス
の

整
備

な
ど

。

設
計

通
り

施
工

し
、

施
設

の
充

実
が

図
れ

た
。

都
市

文
化

8
1

文
化

関
連

施
設

修
繕

（
文

化
会

館
）

文
化

会
館

市
が

保
有

す
る

文
化

関
連

施
設

の
適

正
維

持
。

耐
震

補
強

・
空

調
設

備
改

修
等

工
事

実
施

施
設

及
び

設
備

の
維

持
管

理
ほ

ぼ
設

計
通

り
施

工
都

市
文

化

④
県

・
近

隣
市

町
と

の
交

流
・

連
携

8
2

織
田

信
長

サ
ミ

ッ
ト

住
民

課

織
田

信
長

に
ゆ

か
り

の
あ

る
市

町
と

の
交

流
を

進
め

、
歴

史
、

観
光

、
文

化
、

産
業

の
振

興
を

推
進

す
る

。

富
士

宮
市

で
開

催
さ

れ
た

織
田

信
長

サ
ミ

ッ
ト

に
参

加
し

、
加

盟
市

町
と

の
交

流
を

行
う

と
共

に
、

近
江

八
幡

市
の

P
R

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

２
年

に
一

度
、

加
盟

市
町

の
持

ち
回

り
で

織
田

信
長

サ
ミ

ッ
ト

が
開

催
さ

れ
る

。
そ

の
サ

ミ
ッ

ト
に

参
画

し
、

近
江

八
幡

市
の

P
R
を

行
う

。

次
回

開
催

地
の

名
古

屋
市

に
お

い
て

、
市

長
か

ら
織

田
信

長
に

ま
つ

わ
る

近
江

八
幡

市
の

Ｐ
Ｒ

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

新
た

な
観

光
客

の
誘

致
に

つ
な

が
る

。

都
市

文
化

―

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

担
当

課

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

文
化

区
分

耐
震

補
強

・
空

調
設

備
改

修
等

工
事

実
施

計
画

に
基

づ
き

修
繕

を
実

施
す

る
。

サ
ミ

ッ
ト

に
参

加
し

、
加

盟
市

町
と

の
交

流
を

深
め

る
と

共
に

、
サ

ミ
ッ

ト
会

場
に

お
い

て
、

加
盟

市
町

の
首

長
か

ら
自

治
体

の
Ｐ

Ｒ
を

行
う

。

観
光

客
6
0
0
万

人
達

成

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

・
耐

震
舗

装
・

防
蟻

処
理

・
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

の
意

匠
を

損
な

わ
な

い
美

装
化

。
・

利
用

者
の

利
便

性
を

高
め

る
ス

ペ
ー

ス
の

増
築

。

事
業

名

③
施

設
・

設
備

の
充

実
等

利
用

者
の

利
便

性
を

図
る

た
め

、
施

設
・

設
備

の
修

繕
を

行
う

経
年

劣
化

に
よ

る
施

設
・

設
備

の
修

繕
の

た
め

、
適

切
な

計
画

と
維

持
管

理
を

行
う

。

・
施

設
・

設
備

の
改

修
に

よ
り

、
利

用
者

の
利

便
性

を
図

る
。

・
天

災
等

に
よ

る
破

損
に

対
し

、
伝

統
的

な
建

物
の

美
観

と
建

物
の

機
能

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
修

繕
を

行
う

。

・
施

設
・

設
備

の
改

修
に

よ
り

、
利

用
者

の
利

便
性

を
図

る
。

・
天

災
等

に
よ

る
破

損
に

対
し

、
伝

統
的

な
建

物
の

美
観

と
建

物
の

機
能

を
損

な
わ

な
い

よ
う

に
修

繕
を

行
う

。

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績

具
体

的
取

組
№
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

8
3

広
域

観
光

お
よ

び
友

好
都

市
交

流
事

業
文

化
観

光
課

周
辺

市
町

・
関

連
自

治
体

の
観

光
施

策
と

連
携

し
、

宿
泊

型
・

滞
在

型
観

光
を

促
す

と
と

も
に

広
域

連
携

に
よ

る
他

団
体

が
も

つ
観

光
資

源
を

活
用

し
て

効
果

的
な

観
光

振
興

を
図

る
。

観
光

入
込

客
数

（
Ｈ

2
7
年

中
→

2
8
年

中
・

前
年

比
）

①
東

近
江

地
域

：
1
3
0
.
5
％

、
宿

泊
者

数
1
5
1
.
1
％

）
、

②
滋

賀
県

域
：

1
1
5
.
6
％

、
宿

泊
者

数
1
1
0
.
1
％

）

広
域

の
観

光
協

議
会

等
に

加
入

し
、

県
域

及
び

広
域

的
な

観
光

振
興

を
推

進
し

、
効

果
的

な
事

業
及

び
情

報
宣

伝
活

動
を

展
開

す
る

。
（

公
社

）
び

わ
こ

ビ
ジ

タ
ー

ズ
ビ

ュ
ー

ロ
ー

（
県

域
）

、
歴

史
街

道
推

進
協

議
会

（
近

畿
圏

域
）

、
信

長
公

居
城

連
携

協
議

会
（

岐
阜

市
、

小
牧

市
、

清
須

市
）

、
東

近
江

観
光

振
興

協
議

会
（

東
近

江
地

域
）

、
滋

賀
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
（

県
域

）
と

の
相

互
協

力
に

よ
り

、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

各
種

Ｗ
ｅ

ｂ
掲

載
等

の
観

光
情

報
の

発
信

を
行

っ
た

。

広
域

連
携

に
よ

る
観

光
情

報
等

の
発

信
及

び
他

地
域

の
観

光
資

源
と

連
携

し
た

周
遊

ツ
ア

ー
の

造
成

は
、

宿
泊

型
・

滞
在

型
（

リ
ピ

ー
ト

性
向

上
）

の
誘

客
促

進
に

有
効

で
あ

る
。

都
市

文
化

再
ヴ

ォ
ー

リ
ズ

建
築

文
化

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

文
化

観
光

課

2
．

市
民

と
の

協
働

実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

再
図

書
館

運
営

事
業

（
貸

館
）

図
書

館

再
文

化
団

体
活

動
支

援
事

業
文

化
観

光
課

8
4

文
化

関
連

事
業

に
対

す
る

後
援

文
化

観
光

課

広
く

市
民

に
開

か
れ

た
講

演
会

や
催

し
等

の
事

業
に

対
し

、
後

援
名

義
の

使
用

を
承

認
し

、
広

報
等

の
支

援
を

行
う

。

承
認

件
数

年
間

2
0
件

2
1
件

市
内

外
で

開
催

さ
れ

る
、

市
に

関
わ

る
文

化
芸

術
関

連
の

事
業

に
対

し
、

後
援

名
義

の
許

可
を

行
っ

た
。

適
正

に
審

査
を

行
い

、
市

の
文

化
振

興
に

つ
な

が
る

公
益

的
な

事
業

を
推

奨
し

た
。

行
政

が
後

押
し

し
て

い
る

こ
と

で
参

加
者

の
増

加
が

見
込

ま
れ

た
。

都
市

文
化

再
図

書
館

運
営

事
業

（
貸

館
）

図
書

館

再
文

化
団

体
活

動
支

援
事

業
文

化
観

光
課

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

具
体

的
取

組
事

業
概

要

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標

④
県

・
近

隣
市

町
と

の
交

流
・

連
携

№
事

業
名

担
当

課

H
2
9
事

業
実

績
計

画
最

終
年

度
目

標
値

又
は

達
成

目
標

文
化

区
分

指
標

/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

№
３

１
参

照

№
５

５
参

照

№
３

１
参

照

№
５

５
参

照

№
６

３
参

照

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

文
化

区
分

H
2
9
事

業
実

績

3
0
件

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要

本
市

の
歴

史
的

・
文

化
的

観
光

資
源

に
つ

い
て

広
域

的
で

積
極

的
な

情
報

発
信

を
展

開
し

、
宿

泊
型

・
滞

在
型

の
誘

客
に

つ
な

げ
る

。

広
域

連
携

を
活

か
し

て
、

本
市

及
び

県
域

・
近

隣
市

町
が

も
つ

歴
史

的
・

文
化

的
観

光
資

源
へ

の
来

訪
目

的
性

を
高

め
、

本
市

内
や

県
内

に
お

け
る

滞
在

時
間

の
拡

大
と

リ
ピ

ー
ト

性
を

強
化

し
、

宿
泊

型
・

滞
在

型
へ

本
市

の
観

光
振

興
を

転
換

す
る

。

文
化

振
興

の
視

点
か

ら
の

総
合

評
価

（
担

当
課

評
価

）

①
市

民
文

化
活

動
へ

の
支

援
の

拡
充

②
市

民
が

主
役

の
文

化
振

興
の

仕
組

み
づ

く
り
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実
績

値
又

は
達

成
状

況
内

容

8
5

市
政

モ
ニ

タ
ー

制
度

秘
書

広
報

課

市
の

事
業

や
施

策
に

対
し

、
市

民
が

何
を

望
み

、
期

待
し

て
い

る
の

か
を

明
確

に
把

握
し

、
市

民
各

層
の

意
見

を
集

約
し

、
企

画
や

行
政

施
策

の
効

果
な

ど
の

資
料

に
す

る
た

め
に

実
施

。

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
率

全
3
回

と
も

に
9
0
%
以

上

第
1
回

目
：

9
6
%

第
2
回

目
：

9
5
%

第
3
回

目
：

9
4
%

市
民

各
層

よ
り

公
募

に
て

モ
ニ

タ
ー

1
0
0
人

を
選

出
。

各
課

よ
り

市
民

に
聞

き
た

い
事

柄
を

ア
ン

ケ
ー

ト
形

式
に

て
全

３
回

実
施

し
、

そ
こ

で
出

た
意

見
を

集
約

し
事

業
や

企
画

の
資

料
と

す
る

。

全
３

回
の

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
に

よ
り

、
市

政
へ

の
市

民
参

画
の

機
会

を
提

供
し

、
市

民
各

層
の

意
見

を
収

集
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
結

果
を

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

紙
に

掲
載

す
る

こ
と

に
よ

り
、

い
た

だ
い

た
ご

意
見

を
広

く
一

般
に

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

都
市

文
化

8
6

広
聴

事
業

未
来

を
築

く
提

言
秘

書
広

報
課

市
政

へ
ア

イ
デ

ア
や

提
言

を
市

民
か

ら
募

集
を

行
い

市
政

に
反

映
さ

せ
て

い
く

。

実
施

回
数

①
市

長
と

気
軽

に
ト

ー
ク

2
件

②
市

長
を

囲
む

車
座

談
義

1
9
回

③
メ

ー
ル

・
手

紙
等

3
3
件

「
市

長
と

気
軽

に
ト

ー
ク

」
、

「
市

長
を

囲
む

車
座

談
義

」
な

ど

市
長

と
気

軽
に

ト
ー

ク
の

件
数

は
少

な
い

が
、

市
長

を
囲

む
車

座
談

義
を

多
く

開
催

す
る

こ
と

で
市

民
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

都
市

文
化

計
画

最
終

年
度

目
標

値
又

は
達

成
目

標
文

化
区

分
指

標
/
目

標
値

又
は

達
成

目
標

具
体

的
取

組
№

事
業

名
担

当
課

事
業

概
要

H
2
9
事

業
実

績
文

化
振

興
の

視
点

か
ら

の
総

合
評

価
（

担
当

課
評

価
）

③
市

民
参

画
・

協
働

型
事

業
の

充
実

―

①
5
回

②
5
回
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１．近江八幡市文化振興条例 

 

平成２６年３月２５日 

近江八幡市条例第３号 

（前文） 

近江八幡市は、世界有数の古代湖である琵琶湖とその内湖、水路などに象徴される景観と多様な動植

物の生態がみられる豊かな自然に抱かれている。 

歴史文化に目を向ければ、古来よりの歌どころである老蘇の森、県内では最古最大級の瓢箪山古墳、

戦国の雄たちの居城であった観音寺城、安土城、八幡山城など、著名な史跡に恵まれ、中山道、朝鮮人

街道、八風街道などの陸路と湖上水運の要所として人と物資の往来が絶えず、いつの時代にあっても豊

かな生産力が維持されていた。 

このような豊かさを背景に持つわたしたち近江八幡市民は、自然や風俗・習慣・歴史などの文化の恵

みを、市民共有の財産としている。社会をめぐる諸条件の変化により、伝統的な文化や価値観の継承が

困難となりつつある今日、次の世代に引き継ぐこと、また様々な新しい文化を理解し調和させていくこ

となど、意識的な取り組みみが必要となっている。そのために、私たちは地域の歴史と風土に学び、地

域の良さをあらためて認識することに努め、それらを活かした多彩な文化活動の振興を図るものとする。 

（目的） 

第１条 この条例は、文化の振興に関し、基本理念を定め、市及び市民の役割を明らかにするとともに、

文化の振興に関する施策（以下「文化振興施策」という。）の基本となる事項を定めることにより、文化

振興施策を総合的かつ計画的に推進し、もって個性及び活力の豊かな地域の文化生活の実現に寄与する

ことを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１） 文化 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊、メディア芸術（映画、漫画、アニメーション及

び電子機器等を利用したもの。）等の芸術、地域において継承されてきた文化的資産（有形及び無形の文

化財、生活文化等）、人々の生活とともに形成されてきた魅力ある風景等をいう。 

（２） 文化活動 文化を創造し、若しくは享受し、又はこれらを支える活動をいう。 

（基本理念） 

第３条 文化の振興に当たっては、次に掲げる事項を基本理念として取り組むこととする。 

（１） 文化活動を行うことが市民の権利であることに鑑み、市民が等しく文化活動に参加できる環境

の整備が図られなければならない。 

（２） 市民一人ひとりの自主性及び創造性が尊重されなければならない。 

（３） 文化の多様性が尊重されるとともに、地域における多様な文化の共生が図られるよう配慮され

なければならない。 

（４） 先人たちの営みによって築かれた文化が市民共有の財産としてわかちあわれ、次代に引き継が

れるよう配慮されねばならない。 

（市民の役割） 

（参考資料） 
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第４条 市民は、文化活動を担う主体であることに鑑み、様々な機会を通じ相互に理解し、尊重し、交

流を深めることにより文化の振興に寄与するよう努めるものとする。 

（市の役割） 

第５条 市は、第３条に定める基本理念に基づき、文化振興施策を総合的に策定し、及び実施するもの

とする。 

２ 前項の規定による文化振興施策の策定及び実施に当たっては、次に掲げる事項について十分に配慮

しなければならない。 

（１） 広く市民の意見が反映されるようにすること。 

（２） 文化活動を行う団体及び個人（以下「団体等」という。）では実施が困難なものに取り組むこと。 

３ 市は、文化振興施策の策定及び実施のために必要な体制の整備、財政上の措置に努めるものとする。 

４ 市は、市が実施する各種の施策において、文化振興を図る視点を取り入れるよう努めるものとする。 

５ 市は、団体等の自主性及び団体等が行う文化活動の多様性に十分に配慮しながら、当該文化活動及

びその相互の連携が促進されるよう、助言、環境の整備その他の支援を行うものとする。 

（文化振興基本計画） 

第６条 市長は、文化振興施策の総合的かつ効果的な推進を図るため、文化の振興に関する基本的な計

画（以下「文化振興基本計画」という。）を定めるものとする。 

２ 文化振興基本計画は、文化振興施策の大綱その他文化の振興に関し必要な事項について定めるもの

とする。 

３ 市長は、文化振興基本計画を定めるに当たっては、文化振興施策と産業、まちづくり、教育、福祉

その他の分野における施策との連携が図られるよう配慮するものとする。 

４ 市長は、文化振興基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ、広く市民の意見を聴くとともに、

第１６条に定める近江八幡市文化振興審議会に意見を求めるものとする。 

（多様な文化資源の把握等） 

第７条 市は、独創的で優れた地域文化の形成等を図るため、地域に根ざした伝統文化、新たに創造さ

れた地域文化その他の多様な文化資源の把握、保存、継承及び活用の促進、当該文化資源に関する情報

の収集及び発信その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（協働の仕組みづくり） 

第８条 市は、市民が自主的かつ主体的に行う文化活動の充実を図るため、市民、芸術家等、事業者、

教育機関等及び市との間における様々な協働が活発に行われるように、協働の仕組みづくり及び場の整

備等を行うものとする。 

（子ども、高齢者、障がい者等の文化活動の充実） 

第９条 市は、全ての市民の文化活動への参加を実現するため、文化活動の範囲を制約されがちな子ど

も、高齢者、障がい者等が文化に親しみ、これに参加し、又は自主的な文化活動が活発に行われるよう

施設の整備、支援その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 

（交流） 

第１０条 市は、文化の向上を図るため、国内及び海外との文化の交流の促進に必要な施策を講ずるも

のとする。 
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（歴史的文化遺産） 

第１１条 市は、地域の文化財、伝統的な行事等の歴史的文化遺産の保存及び活用並びに伝統的な芸能

の継承及び発展を図るため、歴史的文化遺産の調査、維持管理、修復、整備及び公開に努めるとともに、

伝統的な芸能の活動の場及び鑑賞の機会の提供その他必要な措置を講ずるものとする。 

（地域産業の振興） 

第１２条 市は、市民の文化活動の促進に資する地域産業の振興を図るとともに、当該地域産業による

地域文化の形成を促進するため、これらに関する情報の提供その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（文化活動の担い手の育成） 

第１３条 市は、文化活動を担う人材及び団体を育成するために必要な施策を講ずるものとする。 

（文化的都市景観の形成） 

第１４条 市は、文化及び自然に配慮し、周囲の自然環境及び地域の歴史的景観と調和のとれた都市景

観の形成に努めるものとする。 

（顕彰） 

第１５条 市は、文化の振興に関し功績のあった団体等の顕彰に努めるものとする。 

（審議会） 

第１６条 市における文化振興に関する事項について調査及び審議するため、近江八幡市文化振興審議

会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査及び審議する。 

（１） 文化振興基本計画の策定に関する事項 

（２） その他文化の振興に関する重要事項 

３ 審議会は、文化の振興に関する事項について、市長に意見を述べることができる。 

４ 審議会は、委員１０人以内をもって組織し、市長が次に掲げる者のうちから委嘱する。 

（１） 学識経験を有する者（文化に関し識見を有する者を含む） 

（２） 公募による市民 

（３） その他市長が必要と認める者 

５ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

６ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

（委任） 

第１７条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

付 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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２．平成３０年度近江八幡市文化振興審議会委員名簿  

 

  （敬称略、順不同） 

 氏名 所属等 

会 長 中 川  幾 郎 帝塚山大学名誉教授 

副会長 辻  喜 代 治 成安造形大学名誉教授 

 秋村 田津夫 近江八幡商工会議所会頭 

 善 住  昌 弘 安土町商工会前会長 

 安 達  静 栄 近江八幡市文化団体連合会副会長 

 中 江  幸 男 安土町文芸の郷振興事業団理事長 

 小 川  芳 克 第５２代近江八幡青年会議所理事長 

 上田 雄三郎 公募委員 

 山 田  恵 美 公募委員 

 日 岡  昇 近江八幡市教育長 
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３．平成３０年度近江八幡市文化振興基本計画進捗管理プロジェクト委員名簿  

 

  （敬称略、順不同） 

所属 職名 氏名 

総合政策部 政策推進課 副主幹 夜 野  友 昭 

総合政策部 まちづくり支援課 副主幹 東  有 希 

総合政策部 文化観光課（文化財Ｇ） 副主幹 才 本  佳 孝 

総合政策部 文化観光課（観光振興Ｇ） 主事 岡 地  竜 男 

文化会館 専門員 西 家  淳 朗 

福祉保健部 障がい福祉課 主査 永 谷  直 美 

市民部   人権・市民生活課 主任主事 土 田  卓 志 

産業経済部 農業振興課 課長補佐 岡 村  泰 孝 

教育委員会 学校教育課 課長補佐 川 端  哲 巳 

教育委員会 生涯学習課 副主幹 岡 田  佳 子 

教育委員会 図書館 主査 世 古  淳 

 

 


